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ふれあいアンケート結果
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皆
さ
ん
の
意
見
を

市
政
に
。

皆
さ
ん
の
意
見
を

市
政
に
。

市では、市民の皆さんの意見を市政に反映させようと、６月に「ふれ
あいアンケート」を実施しました。
今回は、20歳以上、約13万人の市民の中から無作為に選んだ4,000
人を対象に、住み心地、地域福祉、住宅用火災警報器、文化行政、市
政への要望について調査を行いました。
回答者は 1,859 人、回答率は 46.5％でした。
●問い合わせ　秘書広報課　☎ 23-3174

ふれあいアンケート結果
第３回都城市市民意識調査

◉
解
説

　

住
み
心
地
に
つ
い
て
は
、
89
・

9
㌫
の
人
が
都
城
市
は「
住
み
や
す

い
」、「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ

て
お
り
、
昨
年
度
調
査
よ
り
2
・
1

ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
は
、「
住
み
や
す
い
」、

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
答
え
た
の

は
昨
年
同
様
70
歳
以
上
の
人
が
最
も

多
い
92
・
8
㌫
で
、
逆
に
最
も
少
な

い
30
代
は
、
前
回
調
査
よ
り
4
・
7

ポ
イ
ン
ト
減
の
84
・
6
㌫
で
し
た
。

　

地
区
別
で
は
、「
住
み
や
す
い
」、

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い

る
人
が
姫
城（
94
・
9
㌫
）、
横
市

（
92
・
9
㌫
）、
祝
吉（
92
・
6
㌫
）

の
順
に
多
く
、逆
に「
住
み
に
く
い
」、

「
や
や
住
み
に
く
い
」
と
感
じ
て
い

る
人
は
、
西
岳（
25
・
9
㌫
）、
山
田

（
15
・
1
㌫
）、
中
郷（
14
・
6
㌫
）
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q 

都
城
市
の
住
み
心
地
を
ど
う
感

じ
て
い
ま
す
か

Q 

こ
れ
か
ら
も
都
城
市
に
住
み
続

け
た
い
で
す
か（
前
年
度
比
較
）

項　

目

Ｈ
20
年

Ｈ
19
年

現
在
地
お
よ
び
そ
の

周
辺
に
住
み
た
い

73
・
７
％
74
・
１
％

市
内
の
ほ
か
の

地
域
に
住
み
た
い

７
・
６
％
８
・
４
％

住
み
た
く
な
い

２
・
９
％
３
・
９
％

わ
か
ら
な
い

15
・
８
％
13
・
６
％

住みにくい
2.2%

住みやすい
36%

まあ住みやすい
53.9%

やや住みにくい
7.9%

●男女別
性　別 回答者 比　率
男　性 774人 41.6％
女　性 1,074人 57.8％
不　明 11人 0.6％
計 1,859人 100％

●年代別
年　代 回答者 比　率
20代 143人 7.7％
30代 195人 10.5％
40代 247人 13.3％
50代 374人 20.1％
60代 384人 20.7％
70歳以上 504人 27.1％
不　明 12人 0.6％
計 1，859人 100％

●地区別
地区名 回答者 比　率
姫　城 139人 7.5％
小松原 111人 6.0％
妻ケ丘 244人 13.1％
祝　吉 191人 10.3％
五十市 179人 9.6％
横　市 141人 7.6％
沖　水 149人 8.0％
志和池 81人 4.4％
庄　内 91人 4.9％
西　岳 32人 1.7％
中　郷 104人 5.6％
山之口 62人 3.3％
高　城 125人 6.7％
山　田 96人 5.2％
高　崎 102人 5.5％
不　明 12人 0.6％
計 1，859人 100％

回答者の内訳□
住
み
心
地
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Q 

住
民
が
互
い
に
助
け
合
う
べ
き

「
地
域
」と
は
ど
の
範
囲
だ
と
考

え
ま
す
か

Q 

地
域
福
祉
を
進
め
る
上
で
、
行

政
と
地
域
住
民
は
ど
の
よ
う
な

関
係
が
望
ま
し
い
で
す
か

　
「
都
城
市
地
域
福
祉
計
画
」見
直

し
の
参
考
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
地
域
の
課

題
や
地
域
福
祉
の
今
後
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

Q 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
ど
の

よ
う
な
悩
み
や
不
安
を
感
じ

て
い
ま
す
か

　

 

（
３
つ
以
内
で
回
答
）

□地域福祉

老後のこと

悩みや不安はない
人間関係に関すること

災害に関すること
子育てや教育に関すること
親や子どもに関すること

防犯に関すること
家計に関すること
介護に関すること

自分の健康に関すること 
62.3%62.3%

49.1%49.1%
40.1%40.1%

31.2%31.2%
18.3%18.3%
17.4%17.4%
16.2%16.2%
14.6%14.6%
11.7%11.7%

3.9%3.9%

0% 60%20% 70%40% 50%30%10%

0% 60%20% 80%40%

53.1%53.1%

43.4%43.4%

19.0%19.0%

12.9%12.9%

配偶者

親、兄弟姉妹などの家族

知人・友人

かかりつけの医療機関

隣近所の人

Q 

地
域
社
会
の
役
割
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
ま
す

か（
３
つ
以
内
で
回
答
）

◉
解
説

　

地
域
福
祉
の
基
盤
整
備
の
た
め
に

優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
つ

い
て
は
、「
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

在
宅
生
活
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

と
き
に
入
所
で
き
る
施
設
の
整
備
」

（
47
・
1
㌫
）、「
高
齢
者
や
障
が
い

者
が
安
心
し
て
在
宅
生
活
を
続
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
」

（
34
・
7
㌫
）、「
身
近
な
相
談
窓
口
の

充
実
」（
27
・
9
㌫
）、「
自
治
公
民
館

（
町
内
会
な
ど
）を
基
盤
と
し
た
地
域

の
支
え
合
い
の
し
く
み
の
再
構
築
」

（
24
・
7
㌫
）「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
情
報
提
供
や
案
内
の
充
実
」（
21
・

8
㌫
）が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

隣近所
（10世帯程度の最
  も身近な集まり）
36.3%

公民館
（自治公民館単位）

34%

都城市全域
12.6%

わからない
10.7%

小学校区
4.1%

中学校区
（15地区公民館区）

2.3%

1
緊
急
事
態
が
起
き
た
と

き
の
支
援

74
・
2
％

2
防
災
・
防
犯
な
ど
の
日

ご
ろ
の
協
力

45
・
１
％

3
子
ど
も
や
高
齢
者
の
世

話
な
ど
の
助
け
合
い

33
・
2
％

4
個
人
で
は
対
応
で
き
な

い
困
り
ご
と（
騒
音
問
題

な
ど
）の
解
決

29
・
0
％

5
住
民
間
の
ル
ー
ル
の
徹
底
24
・
9
％

6
リ
サ
イ
ク
ル
や
自
然
保

護
活
動

20
・
0
％

7
住
民
間
の
交
流
の
場

（
お
祭
り
な
ど
）の
創
出

12
・
3
％

8
景
観
保
護
な
ど
の
環
境

づ
く
り

9
・
8
％

9
特
に
な
い

4
・
1
％

行政も住民も協力し
合い、ともに取り組む

57.2%

まず家庭や地域で
協力、できない場
合に行政が援助
20.4%

まず行政が実施、
できない場合に
住民が協力
15.9%

行政や関係機関
が進めるべき

1%

わからない
5.5%

59.4%59.4%
◉
解
説

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や

不
安
に
つ
い
て
は
、「
老
後
の
こ
と
」

（
62
・
3
㌫
）、「
自
分
の
健
康
に
関

す
る
こ
と
」（
49
・
1
㌫
）、「
介
護
に

関
す
る
こ
と
」（
40
・
1
㌫
）
が
上
位

3
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
代
別
の
1
位
は
、
20

代
が「
家
計
に
関
す
る
こ
と
」、
30

代
が「
子
育
て
や
教
育
に
関
す
る
こ

と
」、
40
代
が「
親
や
子
ど
も
に
関

す
る
こ
と
」、
50
代
以
上
が「
老
後

の
こ
と
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q 
暮
ら
し
の
悩
み
や
不
安
に
つ
い

て
、
誰
に（
ど
こ
に
）相
談
し
て

い
ま
す
か（
複
数
回
答
可
）

　

 

※
上
位
５
位
ま
で
掲
載

特集　ふれあいアンケート結果
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Q 

既
存
住
宅
に
も
平
成
23
年
５
月

31
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か

◉
解
説

　

知
っ
て
い
る
人
の
割
合
が
、
昨
年

度
調
査
よ
り
20
・
6
ポ
イ
ン
ト
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

Q 

（
知
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
人
に
）

何
を
通
じ
て
知
り
ま
し
た
か

　

 

（
複
数
回
答
可
）

Q 

現
在
、
自
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
か

　
「
文
化
振
興
計
画
」
策
定
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
文
化

活
動
や
文
化
に
触
れ
合
う
機
会
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

Q 

日
ご
ろ
か
ら
、
文
化
活
動
を
し

て
い
ま
す
か

Q 

文
化
施
設
な
ど
で
ど
の
よ
う
な

催
し
物
を
鑑
賞
し
た
い
で
す
か

（
２
つ
以
内
で
回
答
）

◉
解
説

　

今
ま
で
に
鑑
賞
し
た
催
し
物
の
上

位
3
項
目
は
「
絵
画
」（
41
・
6
㌫
）、

「
歌
唱
」（
27
・
8
㌫
）、「
映
画
」（
25
・

9
㌫
）
で
、
今
後
鑑
賞
し
た
い
催
し

物
と
し
て
、
こ
れ
に
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」や「
漫
才
」が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

□
住
宅
用
火
災
警
報
器

□
文
化
行
政

◉解説
　これからやってみたい文化活動として
も、「美術（絵画、書、写真、工芸）」、「音
楽（歌唱）」が上位となっています。

はい
15.1%

いいえ
84.9%

1
上
映
﹇
映
画
﹈

23
・
１
％

2
絵
画
﹇
美
術
﹈

17
・
１
％

3
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹇
演
劇
﹈
15
・
３
％

4
歌
唱
﹇
音
楽
﹈

13
・
５
％

5
漫
才
﹇
大
衆
芸
能
﹈

13
・
３
％

設置していない
78.3%

設置している
18.2%

共同住宅などで
設置されている
3.5%

知っている
50.6%知らない

49.4%

0% 60%20% 80%40%

61.4%

22.4%22.4%

新聞・テレビなど

5.4%5.4%説明会などで聞いた

家族、知人から聞いた

12.9%12.9%その他

3.7%3.7%店頭で見て

43.2%知らなかった

7.8%7.8%価格が高いから

25.3%25.3%期限前だから

11.5%11.5%その他

2.7%2.7%関心がない

9.5%9.5%借家だから

0% 40%10% 50%20% 30%

Q 

設
置
し
て
い
な
い
理
由
は

◉
解
説

　

設
置
し
て
い
な
い
人
の
割
合

は
、
78
・
3
㌫
と
昨
年
度
調
査
よ
り

7
・
5
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
設
置
し
て
い
な
い

理
由
に
つ
い
て
は
、「
知
ら
な
か
っ

た
」（
43
・
2
㌫
）、「
期
限
前
だ
か
ら
」

（
25
・
3
㌫
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伝統行事〔古典芸能〕 4.7%

民俗芸能〔古典芸能〕 4.3%

その他〔古典芸能〕 3.9%

雅楽〔古典芸能〕 1.2%

能〔古典芸能〕 0.8%

狂言〔古典芸能〕 0.0%

民謡〔舞踊〕 9.7%

その他〔舞踊〕 7.0%

邦舞〔舞踊〕 5.8%

洋舞〔舞踊〕 5.0%

その他〔大衆芸能〕 1.9%

落語〔大衆芸能〕 1.6%

漫才〔大衆芸能〕 1.2%

寄席演芸〔大衆芸能〕 0.8%

講談〔大衆芸能〕 0.4%

浪曲〔大衆芸能〕 0.0%

現代演劇〔演劇〕 3.5%

伝統演劇〔演劇〕 1.2%

ミュージカル〔演劇〕 1.2%

オペラ〔演劇〕 0.8%

上映〔映画〕 5.0%

制作〔映画〕 0.0%

歌唱〔音楽〕 19.8%

洋楽演奏〔音楽〕 8.1%

邦楽演奏〔音楽〕 7.8%

その他〔文学〕 7.0%

小説〔文学〕 3.9%

随筆〔文学〕 3.1%

俳句〔文学〕 2.7%

短歌〔文学〕 2.3%

詩〔文学〕 1.6%

評論〔文学〕 0.8%

その他〔美術〕 12.8%

絵画〔美術〕 12.4%

書〔美術〕 10.5%

写真〔美術〕 7.4%

工芸〔美術〕 7.0%

デザイン〔美術〕 2.7%

彫刻〔美術〕 1.2%

Q 

ど
の
よ
う
な
文
化
活
動
を
し
て
い
ま
す
か（
複
数
回
答
可
）

6.4%6.4%市役所などの展示 
コーナーを見て
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特集　ふれあいアンケート結果

◉解説
　昨年度の調査では、「福祉対策」（34.6％）、「商店街の活性化」（30.8％）、「企業誘致」（30.6％）が上位 3項
目でしたが、本年度は「福祉対策」（33.7％）、「救急医療対策」（30.3％）、「企業誘致」（27.0％）となり、昨年
2位の「商店街の活性化」（26.5％）は 4 位に後退しています。
　性別でみると、男性の上位 3項目は、「企業誘致」（31.4％）、「福祉対策」（30.1％）、「救急医療対策」（27.0％）
で、1位と 3 位は昨年と変わりませんが、昨年 2位の「商店街の活性化」（23.8％）は 4 位となっています。
女性の上位 3項目は、「福祉対策」（36.3％）、「救急医療対策」（32.8％）、「商店街の活性化」（28.5％）で、順
位の変動はあるものの昨年と同様の上位 3項目となっています。
　年代別では、20 代で「商店街の活性化」、30 代で「救急医療対策」、40 ～ 60 代で「福祉対策」、70 歳以
上で「病気の予防と健康増進」が 1 位となっています。地区別では、小松原・五十市地区で「商店街の活
性化」、姫城・妻ケ丘・祝吉・横市・庄内・山之口・高崎地区で「福祉対策」、沖水・高城・山田地区で「救
急医療対策」、志和池・西岳・中郷地区で「生活道路や側溝の整備」が 1 位となっています。

□市政への要望

Q 市政で特に力を入れてほしいと思うものを５つ選んでください

福祉対策
救急医療対策
企業誘致

商店街の活性化
病気の予防と健康増進
生活道路や側溝の整備
余暇利用施設の整備

公害対策（騒音や振動など）
防犯対策

河川浄化や環境保全
下水道の整備
交通安全対策

公園・緑地の整備
資源の再利用
自然災害対策

青少年健全育成
農林畜産業の振興

史跡や文化財の保護
ごみ、し尿の処理

幹線道やバイパスなどの整備
高等教育機関の整備
地場産業の育成

情報公開
生涯学習活動の充実
小・中学校の施設整備
地域活動施設の整備
市街地再開発など
スポーツの振興

観光振興
消費者行政の充実

特産品開発
公営住宅の建設

公共輸送機関の整備
芸術・文化の向上
上水道の整備
消防の充実

国際交流の拡大

33.7%33.7%

12.2%12.2%

1.7%1.7%
2.7%2.7%

4.5%4.5%
4.6%4.6%
4.8%4.8%
5.0%5.0%
5.0%5.0%
5.7%5.7%
6.2%6.2%
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「
認
知
症
」家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

市
で
は
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族
を
対
象
に
、
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
な
が
ら
日
ご
ろ
の
介
護
に
対

す
る
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
た
り
、
家
族

同
士
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
た
り
す
る

た
め
に
、
毎
月
一
回
「
認
知
症
」
家
族

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
勉
強
会
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
7
回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
途
中
か
ら
の
参
加
も

可
能
で
す
の
で
、
健
康
長
寿
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

本紙８月号でもお知らせしたように、「認知症」は脳の病気で、いつ誰がなってもおかしくないと言
われており、高齢者人口の増加とともにその患者数も増えていくと思われます。市では、認知症の
人やその家族が住み慣れた家や地域で安心して過ごせるように、「認知症でもだいじょうぶ」な町づ
くりへの取り組みを行っています。 ●問い合わせ　健康長寿課　☎ 23-3184

　

５
年
ほ
ど
前
か
ら
、
認
知
症
の
義
母

の
介
護
を
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
義

母
の
徘は

い
か
い徊

、
攻
撃
的
な
言
動
、
お
金
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
苦
し
み
、
精
神
的
に

追
い
詰
め
ら
れ
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
年
前
に
家
族

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
を
知
り
、
勉

強
会
に
参
加
し
始
め
て
、「
認
知
症
の
家

族
の
介
護
で
苦
し
ん
で
い
る
の
は
自
分

だ
け
で
は
な
い
」と
い
う
こ
と
を
実
感

し
、
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
立
場
の
人
た

ち
と
話
を
す
る
う
ち
に
、
気
持
ち
が
軽

く
な
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
も
し
、
こ

の
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、

ス
ト
レ
ス
で
自
分
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
の
介
護
は
、
24
時
間

３
６
５
日
で
す
。
決
し
て
、
家
族
だ
け

で
支
え
切
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
の
家
族
が
い
る
こ
と
を
恥
ず
か

し
が
ら
な
い
で
、
周
囲
の
い
ろ
い
ろ
な

人
の
力
を
借
り
て
、
家
族
の
認
知
症
と

上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
専
門
の
相
談
機
関
に

相
談
し
た
り
、
身
近
な
地
域
の
力
を
借

り
た
り
し
て
、
と
も
に
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

開催日時 内容 講師（予定）

11月22日（土）
13：30～16：00

高齢者の人権を
守ろう

社会福祉協議会
　田村　真一郎 さん

12月20日（土）
13：30～16：00

家族が使う
「センター方式」

認知症介護指導者
　前田　薫 さん

１月24日（土）
13：30～16：00

地域での見守り
支援

認知症コーディネーター
　吉村　節子 さん
　西村　エミ子 さん

２月21日（土）
13：30～16：00

医者との上手な
付き合い方 市内の医師

「認知症地域支援体制構築等推進事業」を実施しています！「認知症地域支援体制構築等推進事業」を実施しています！

「認知症でも「認知症でも
　  だいじょうぶ」な町づくり　  だいじょうぶ」な町づくり

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
認
知
症
」
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
の
声

 

　
　

「
認
知
症
」家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
の
声

 

野
々
美
谷
町　

竹
之
下  

幸
子
さ
ん
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松之元自治公民館
館長　楠牟礼  哲也さん

　地域に認知症の高齢者がいたこと
がきっかけとなり、近所に住む人た
ちに呼びかけて認知症についての学
習会を実施しました。認知症の症状
や近所で何ができるかなどを学習し、
その高齢者への声掛けや見守りを多
くしていきました。その結果、お互
いの信頼関係が生まれ、相乗効果と
して地域の交流も盛んになってきま
した。

認
知
症
を
正
し
く
理
解

 

す
る
た
め
の
学
習
会

　

市
で
は
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
、
昨
年
度
か
ら
各
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
、
認
知

症
に
関
す
る
学
習
会
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
も
各
地
域
で
学
習
会
が

開
催
さ
れ
、
市
内
全
域
に
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
認
知
症
の
症
状
に
つ
い

て
の
解
説
や
実
際
に
認
知
症
の
人
と
接

す
る
と
き
の
心
構
え
や
話
し
方
な
ど
、

実
践
的
な
学
習
を
し
ま
す
。
こ
の
学
習

会
を
通
し
て
、
身
近
な
地
域
で
困
っ
て

い
る
認
知
症
の
人
を
支
援
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
身

近
な
地
域
で
認
知
症
に
関
す
る
学
習
会

地
域
や
企
業
な
ど
で

 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成

　

現
在
、
国
が
中
心
と
な
っ
て
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
1
0
0
万
人
キ
ャ
ラ

バ
ン
事
業
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
い
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を

温
か
く
見
守
り
支
援
す
る「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
１
人
で
も
多
く
増
や
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。そ
し
て
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
を
、
市
民
の
手
で
展
開
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
も
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を

住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え
て
い
こ
う
と

い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
身

近
な
地
域
や
地
元
企
業
な
ど
で「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
し
て
い
き
ま
す
。

学
習
会
の
中
で
の
雑
談
が

 

お
互
い
を
知
る
き
っ
か
け
に

山田総合福祉センターで行われた学習会の様子

を
開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

認
知
症

へ
の
理
解
を
深
め
、
困
っ
て
い
る
人
に

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
声

掛
け
で
き
る
よ
う
な
、「
認
知
症
で
も

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
な
町
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
は
、
各

地
域
や
職
場
な
ど
で「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
養
成
す
る
た
め
の
講
師
役
に

な
る
人
で
す
。
受
講
希
望
者
は
、
事
前

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
29
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
17
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

●
対
象　

地
域
や
職
場
な
ど
で
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
年
３
回
以
上
実
施
で
き
る
人

●
定
員　

70
人

●
申
し
込
み　

11
月
20
日
㈭
ま
で
に

　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

３
１
８
４

八反自治公民館
館長　徳丸　祐七さん

　認知症は、他人ごとだと思われて
いますが、身近なことだと認識して
もらうため学習会を定期的に行って
います。学習会などでの雑談を通し
て地域のコミュニケーションが図ら
れ、お互いの変化にも気付きやすく
なると思います。今後は、少人数の
学習会を増やしていき、若い人にも
積極的な参加を呼び掛けていきたい
です。

学
習
会
か
ら
生
ま
れ
た

 

地
域
の
交
流

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

養
成
講
座
受
講
者
募
集
（
無
料
）

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

養
成
講
座
受
講
者
募
集
（
無
料
）
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平成20年度

都城市文化賞都城市文化賞

社
会
教
育
部
門

稲い
な
も
と元　

透と
お
る

さ
ん
（
姫
城
町
在
住
）

　

社
会
教
育
部
門
で
選
ば
れ
た
稲
元

透
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
7
月
か
ら
18
年

間
、
都
城
万
葉
植
物
園
の
管
理
人
を
務

め
、
万
葉
植
物
と
さ
れ
る
ほ
ぼ
全
種
の

植
物
を
自
費
と
余
暇
を
投
じ
て
同
園
に

植
栽
し
、
全
国
で
も
ま
れ
な
完
成
度
の

高
い
、
真
の
文
化
施
設
と
し
て
整
備
す

る
な
ど
、
植
物
に
対
す
る
情
熱
と
豊
富

な
知
識
に
よ
り
市
民
の
緑
へ
の
関
心
・

理
解
の
普
及
・
啓
発
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
城
盆
地
植
物
愛
好
会
会
員

と
し
て
、
青
少
年
の
理
科
教
育
や
健
全

育
成
に
も
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

万
葉
植
物
園
紹
介
誌
と
し
て
の「
万

葉
植
物
園
あ
れ
こ
れ
」
や「
万
葉
の

花
々
」
も
発
刊
。
現
在
も
希
望
者
が
あ

れ
ば
、
万
葉
歌
や
万
葉
草
木
に
つ
い
て

の
豊
富
な
専
門
的
知
識
を
生
か
し
て
、

案
内
・
説
明
を
引
き
受
け
る
な
ど
、
市

民
が
緑
へ
の
関
心
を
高
め
る
活
動
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

文
化
功
労
部
門

柿か
き

並な
み  

ソ
ノ
子こ

さ
ん
（
蓑
原
町
在
住
）

　

文
化
功
労
部
門
で
選
ば
れ
た
柿
並
ソ

ノ
子
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
、
勤
務
し
て

い
た
都
城
市
役
所
に「
望
峰
俳
句
会
」

を
設
立
。
そ
の
後
、
市
内
の「
都
城
俳

句
研
究
会
」
の
代
表
を
務
め
る
な
ど
今

日
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
俳
句
指
導
の

第
一
線
で
活
躍
し
、
ま
た
宮
崎
県
俳
句

協
会
の
理
事
と
し
て
、
県
俳
句
大
会
の

選
者
も
長
年
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

俳
句
関
係
作
品
と
し
て
合
同
句
集

「
霧む
し
ょ
う鐘

」、「
福
寿
草
」
を
発
刊
。
ま
た
、

都
城
俳
句
の
普
及
に
貢
献
し
た
、
高た

か
ま
つ松

雀じ
ゃ
く
そ
ん

村
、
神か

み
の野

青あ
お
ほ
お
ず
き

鬼
灯
、
橋は

し
も
と本

草そ
う
ろ
う郎

の
句

碑
建
立
の
際
も
、
中
心
的
人
物
と
し
て

尽
力
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
都
城
俳
句
研
究
会
の
み
な
ら

ず
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
福
祉

会
館
に
お
け
る
俳
句
会
の
発
展
に
貢
献

し
、
多
く
の
後
進
の
指
導
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。

都城市文化賞は、文化の向上、発展に顕著な業績または功労のあった個人、団体に対し、
都城市文化賞条例に基づき贈呈されるもので、旧都城市時代も含め、これまで学術部門５人、
芸術部門 13人、文化功労部門 46人と５団体、体育部門８人と１団体、社会教育部門 19人
と１団体が受賞しています。
新都城市として３回目となる今年の文化賞には、文化功労部門と社会教育部門でそれぞれ
１人ずつが選ばれました。
 ●問い合わせ　生活文化課　☎ 23-2132

都城市文化賞都城市文化賞
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❖
住
友
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社

　

宮
崎
工
場
（
都
北
町
）

　

市
内
最
大
の
約
1
、7
0
0
人
を
雇

用
し
、
タ
イ
ヤ
の
専
門
工
場
と
し
て
国

内
供
給
量
と
海
外
へ
の
輸
出
量
が
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
住
友
ゴ
ム
宮

崎
工
場
。
同
工
場
で
は
、
敷
地
内
に
ど

ん
ぐ
り
の
実
か
ら
苗
木
を
育
て
る
育
成

ゾ
ー
ン
を
設
け
緑
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
植
樹
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

企業紹介
地域密着！地域密着！

市民の皆さんにはあまり知られていない ｢企業の地域に密着した取り組み｣を紹介するこのコー
ナー。今回は、緑化活動や工場内外の環境向上を積極的に推進している３つの企業を紹介します。
●問い合わせ　工業振興課　☎ 23-2753

❖
株
式
会
社
ブ
ン
リ
（
高
城
町
）

　

強
力
磁
石
を
活
用
し
た
ろ
過
・
切
粉

処
理
装
置
の
専
門
メ
ー
カ
ー
で
、
そ
の

卓
越
し
た
技
術
を
欧
米
の
メ
ー
カ
ー
に

も
供
与
し
て
い
る
ブ
ン
リ
。
工
場
に
は

広
さ
約
1
、0
0
0
平
方
㍍
、
出
力
1

0
0
キ
ロ
㍗
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
消
費
電
力
を
補
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
に
貢
献
す
る
た
め
、

工
場
内
の
ス
ペ
ー
ス
を
消
防
団
の
雨
天

訓
練
場
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

❖
株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

　

宮
崎
技
術
研
究
所
（
山
田
町
）

　

婦
人
服
の
製
造
加
工
を
行
っ
て
い
る

ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
は
、
敷
地

内
の
緑
化
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、「
働
く

こ
と
の
大
切
さ
」
を
学
ん
で
も
ら
う
た

め
に
、
毎
年
小
学
生
の
工
場
見
学
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
い
敷
地

を
地
域
の
運
動
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
開
放
し
て
、
地
域
活
動
へ
の
支
援
・

協
力
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
 20
年
度
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
事
業

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
就
職
支
援

と
し
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

●
内
容　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
基
礎
講
座

（
2
日
）、
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座（
2

日
）、
就
職
支
援
講
座（
1
日
）

●
日
程

①
12
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮

②
21
年
１
月
19
日
㈪
〜
23
日
㈮

●
時
間　

10
時
〜
16
時

●
定
員　

各
30
人　

※
先
着
順

●
場
所　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練

校（
年
見
町
）

●
受
講
料　

1
、0
0
0
円

●
申
し
込
み

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
昼
間
の
連

絡
先
を
明
記
し
て
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
、
職
業
訓
練
法
人
都
城
地

域
職
業
訓
練
協
会
（
〒
885-

0
0
1

7 

都
城
市
年
見
町
13-

11
）へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

職
業
訓
練
法
人
都

城
地
域
職
業
訓
練
協
会

☎
23-

2
3
1
6　

FAX 

23-

0
7
0
6

Ｅ
メ
ー
ル

n-terada@
arion.ocn.ne.jp
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税
金
は
納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

税
金
は
納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
市
税
は
、
福
祉
や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
国
民
健
康
保
険
税
は
国
保

事
業
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
財
源
が
有
効
に
活
用
さ
れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
納
付
期
限
内
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

●
納
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　

納
税
課　
　
　

☎
23-

２
１
２
６

 

●
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課　

☎
23-

７
１
４
４

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
納
期
ご
と
に
金
融

機
関
へ
行
く
手
間
が
省
け
、
自
動
的
に

指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
た

め
、納
め
忘
れ
が
な
く
大
変
便
利
で
す
。

　

預
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
へ
、

納
税
通
知
書
ま
た
は
領
収
書
、
預
貯
金

通
帳
、
届
け
出
印
を
持
参
の
う
え
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
の
翌
月（
場
合
に
よ
っ
て
は

翌
々
月
）
か
ら
の
振
り
替
え
開
始
と
な

り
ま
す
。

納
付
期
限
内
に
納
入
で
き
な
い
と
き
は

　

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
人
の
た
め
に
、
納
税
相
談
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
納
税
課（
国
民
健
康

保
険
税
は
保
険
年
金
課
）
に
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
毎
月
第
3
木
曜
日
は
、
午
後

8
時
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　

税
金
を
滞
納
し
た
場
合
、
納
税
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
し
て
い
る
人

の
財
産
調
査
を
行
い
、財
産
の
差
押
え
、

さ
ら
に
そ
の
財
産
を
公
売
す
る
な
ど
の

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

差 

押 

え 　

　

督
促
状
発
送
か
ら
10
日
以
内
に
完
納

に
な
ら
な
い
場
合
、
差
押
え
の
対
象
と

な
り
ま
す
。 財

産
調
査 　

　

預
貯
金
や
不
動
産
の
調
査
、
給
与
支

払
者
や
取
引
会
社
な
ど
へ
の
問
い
合
わ

せ
、
自
宅
や
事
業
所
の
捜
索
な
ど
。

督　
　

促 　

　

納
付
期
限
か
ら
20
日
以
内
に
督
促
状

を
発
送
し
ま
す
。

※
督
促
手
数
料
、
延
滞
金
を
加
算

所 得 税
還 付 金

そ の 他

給 与

年 金

生命保険

預 金

不 動 産

146件

251件

101件

85件

13件

4件

2件

平成19年度  滞納処分内訳

●市県民税 １月１日時点で市内に住所を有する人、有していた人
※年の途中で市外に引っ越した場合でも、その年度分の市
県民税は都城市から課税されます

●固定資産税 １月１日時点で市内に土地や家屋、償却資産を所有し
ている人

●軽自動車税 ４月１日時点で軽自動車や自動二輪、原動機付自転車
などを所有または使用している人
※４月２日以降に廃車・名義変更した場合、その年度分の
軽自動車税は前所有者に課税されます

●国民健康保険税 市の国民健康保険に加入している世帯の世帯主

◆市税などの主な種類と課税対象者

※詳しい内容は、市のホームページ「くらしの情報」からも見られます

差
押
え
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国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
が
税
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
の
医
療
費
に
充
て
る
助
け

合
い
の
制
度
で
す
。
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）
を
滞
納
す
る
と
国
保
の
健

全
な
運
営
に
支
障
を
き
た
し
、
国
保
税

率
上
昇
の
要
因
の
一
つ
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
保
険
税
は
必
ず
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す

　

国
保
税
を
納
め
る
の
は
、
各
世
帯
の

世
帯
主
で
す
。

　

ま
た
、
世
帯
主
が
国
保
以
外
の
健
康

保
険（
社
会
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
）

に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、
同
じ
世

帯
に
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
と

き
は
、
擬
制
世
帯
主（
み
な
す
世
帯
主
）

と
な
り
、
そ
の
世
帯
主
に
国
民
健
康
保

険
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

保
険
税
滞
納
者
へ
の
対
応

　

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
、
納
付
期
限

か
ら
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
、

そ
れ
で
も
納
税
が
な
い
場
合
、
滞
納
期

間
に
よ
っ
て
延
滞
金
を
加
算
し
ま
す
。

　

な
お
、
滞
納
が
続
い
た
場
合
、
通
常

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
交
付

は
で
き
な
く
な
り
、
期
限
付
被
保
険
者

証
も
し
く
は
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を

交
付
し
ま
す
。

★
期
限
付
被
保
険
者
証

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
が
、
通
常
よ
り
短
く
な
り
ま
す
。

★
被
保
険
者
資
格
証
明
書

　

滞
納
が
１
年
以
上
続
く
と
、
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る

と
、医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
際
は
、

診
療
費
用
の
全
額
を
自
己
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

給
付
の
差
し
止
め

　

滞
納
が
１
年
半
以
上
続
く
と
、
国
民

健
康
保
険
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
療
養

費
、
高
額
医
療
費
、
出
産
一
時
金
、
葬

祭
費
な
ど
の
給
付
を
差
し
止
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
国
保
税
は
必
ず
納
付
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

医
療
費

医
療
費
がが
全
額
自
己
負
担

全
額
自
己
負
担
にに

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
・・・

被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付

※
医
療
費
の
全
額
自
己
負
担　

期
限
付
被
保
険
者
証
の
交
付

督
促
・
延
滞
金
加
算

給
付
の
差
し
止
め

健
康
保
険
は
自
動
的
に
は
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
に
も
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取
得
し
た
日
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
税
を
課
税
し
ま
す
。

　

ま
た
、
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、
国
民
健
康
保
険
税
は
課
税
さ
れ
た

ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　

健
康
保
険
は
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
が
優
先
さ
れ
、
資
格
の
な
い
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
を
使
用
す
る
と
、
診
療
費
を
後
日
請
求
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
の
届
け
出

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、14
日
以
内
に
必
ず
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

●
加
入
す
る
と
き　

①
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き　

②
職
場
の
社
会
保
険
や
共
済

組
合
な
ど
を
や
め
た
と
き　

③
社
会
保
険
や
共
済
組
合
加
入
者
な
ど
の
被
扶
養
者
で
な

く
な
っ
た
と
き　

④
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き　

⑤
生
活
保
護
が
廃
止
に
な
っ
た
と
き

●
脱
退
す
る
と
き　

①
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
と
き　

②
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど

に
加
入
し
た
と
き　

③
社
会
保
険
や
共
済
組
合
加
入
者
な
ど
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と

き　

④
死
亡
し
た
と
き　

⑤
生
活
保
護
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
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忍
者
バ
ル
ー
ン
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う
！

　

紫
外
線
に
当
て
る
と
変
色
す
る
、
不

思
議
な
ス
ラ
イ
ム
を
作
る
工
作
教
室
で

す
。

●
時
間　

10
時
〜
12
時

※
当
日
申
し
込
み
。
先
着
2
0
0
人

大
声
大
会

　

環
境
に
ま
つ
わ
る
言
葉
を
発
声
し
、

声
量
を
測
定
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
入

賞
者
に
は
豪
華
な
景
品
を
進
呈
。

●
時
間　

11
時
10
分
〜
11
時
30
分

※
事
前
申
し
込
み
必
要
。
先
着
10
人

紙
す
き
体
験

●
時
間　

10
時
〜
12
時

　
「
都
城
の
宝
物
」
を
テ
ー
マ
に
小
・

中
学
生
が
撮
影
し
た
環
境
写
真
や
環
境

美
化
の
日
コ
ン
ク
ー
ル
の
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
す
る
環
境
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
や
市
内
企
業
の
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

○「
有
機
た
い
肥
」（
10
時
〜
）、「
緑
化

木
」（
11
時
30
分
〜
）
を
無
料
配
布
。

た
だ
し
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

○
使
用
済
み
の
焼
酎
紙
パ
ッ
ク
５
枚

と
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
個
を

交
換
。
さ
ら
に
、
紙
パ
ッ
ク
を
開
い

て
持
っ
て
き
た
人
に
は
、
追
加
で
１

個
進
呈

○
廃
食
油（
１
㍑
以
上
）
を
野
菜
や
花

の
苗
と
交
換（
10
時
〜
）

○
古
本
１
冊
を
10
円
で
販
売
。
ま
た
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
10
個
と
古

本
１
冊
を
交
換

Ｋ
ａ
ｎ
ｋ
ｙ
ｏ
○
×
ク
イ
ズ

●
時
間　

12
時
25
分
〜
12
時
55
分

井
戸
水（
硝
酸
態
窒
素
）の
無
料
検
査

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
5
0
0
㍉
㍑
以
下
）

に
井
戸
水
を
入
れ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

廃
材
工
作
教
室

●
時
間　

10
時
〜
15
時

親
子
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
製
作
教
室

　

親
子
で
取
り
組
む
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
作

り
。
対
象
は
小
学
校
高
学
年
の
子
ど
も

と
保
護
者
で
す
。

●
時
間　

13
時
〜
15
時

※
事
前
申
し
込
み
必
要
。
先
着
30
組

体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー

配
布
・
交
換
コ
ー
ナ
ー

見
て
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー

ら
ん
ま
先
生
の

エ
コ
パ
フ
ḓ
ー
マ
ン
ス
シ
ḗ
ー

　

環
境
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
テ
ー

マ
に
、
ら
ん
ま
先
生（
め
ざ
ま
し
テ
レ

ビ
な
ど
に
出
演
）と
一
緒
に
実
験
を
通

し
て
楽
し
く
学
ぶ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
で
す
。

●
時
間　

10
時
25
分
〜
11
時
10
分
、

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
10
分

環
境
ま
つ
り

環
境
ま
つ
り
は｢

ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
都
城｣

を

テ
ー
マ
に
、
環
境
に
つ
い
て
の
展
示
や
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

  　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

  　
　
　
　
　
　

環
境
政
策
課　

☎
23-

２
１
３
０

●
日
時　

12
月
６
日
㈯　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館（
下
水
流
町
）

牛乳パックからオリジナルの
はがきを作ってみては？

会話も弾む親子の共同作業

※
環
境
ま
つ
り
は「
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
施
行
者
協
議
会
」
か
ら
の
助
成
を
受

け
て
実
施
し
て
い
ま
す

会
場
に
は
カ
レ
ー
や
北
斗
鍋
な
ど

が
楽
し
め
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
着

物
の
端
切
れ
で
作
っ
た
小
物
や
有

機
た
い
肥
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

も
設
置
し
ま
す
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ごみ

□
本
市
の
現
状

　

本
市
の
ご
み
は
、
主
に「
燃
や
せ
る

ご
み
」、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」、「
資
源

ご
み
」、「
有
害
ご
み
」
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
、
１
人
の
市
民
が
１

年
間
に
排
出
し
た「
燃
や
せ
る
ご
み
」

と「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」の
合
計
量
は
軽

ト
ラ
ッ
ク
約
１
台
分
に
も
な
り
、
こ
れ

は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、「
資
源
ご
み
」
は
横
ば
い

状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
資
源

と
し
て
再
利
用
で
き
る
ご
み
を
正
し
く

分
別
し
て
出
す
こ
と
で
、焼
却
や
破
砕
、

埋
め
立
て
処
分
す
る
必
要
が
あ
る「
燃

や
せ
る
ご
み
」
や「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
家
具
や

自
転
車
を
再
生
し
、
希
望
者
に
抽

選
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
品
目　

タ
ン
ス
な
ど
の
家

具
類
、
自
転
車

●
応
募
資
格　

市
内
ま
た
は
三
股

町
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

※
当
選
し
た
人
は
受
付
で
代
金
を

支
払
い
、
各
自
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い（
配
達
は
で
き
ま
せ
ん
）

●
応
募
方
法　

さ
い
せ
い
館
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
応
募
箱
へ

※
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
は
申
し
込

め
ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募
は
家

具
、
自
転
車
各
１
口
ず
つ

●
応
募
期
間　

11
月
17
日
㈪
〜

12
月
6
日
㈯（
環
境
ま
つ
り
当

日
）の
12
時
ま
で

※
毎
週
火
曜
日
と
第
3
日
曜
日
は

休
館
日

●
抽
選
方
法　

12
月
6
日
㈯　

14

時
20
分
か
ら
環
境
ま
つ
り
会
場

で
抽
選
発
表

●
問
い
合
わ
せ　

さ
い
せ
い
館

　

☎
36-

3
9
0
0

リ
サ
イ
ク
ル
抽
選
販
売
コ
ー
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
抽
選
販
売
コ
ー
ナ
ー

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
よ
う
！

□
ご
み
の
正
し
い
分
別
を

　

ご
み
と
し
て
回
収
さ
れ
た
金
属
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
類
な
ど
は
新
し
い

製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
蛍
光
灯
や
乾

電
池
も
成
分
ご
と
に
分
別
し
て
、
製
錬

の
原
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご

み
と
し
て
捨
て
ら
れ
た
家
具
類
や
自
転

車
も
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
再
生
し
、

抽
選
販
売
会
な
ど
を
通
じ
て
再
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や

せ
な
い
ご
み
を
出

す
際
は
、
で
き
る

だ
け
細
か
く
分
別

し
て
減
量
化
し
、

ご
み
処
理
経
費
の

節
減
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

900g

800g

700g

600g

500g

400g

300g

200g

100g

0g
15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

186186 187187 158158 160160 162162

212212 220220
270270 298298 286286

760760 787787 808808 815815 826826

資源ごみ

燃やせないごみ

燃やせるごみ市民１人１日当たりの
ごみ排出量

・買い物にはマイバックを持参して
・買い物は必要なものだけ
・古いものも大切に利用
・生ごみは水気を切って、少なめに

修理や塗装が施された再生家具

「
ガ
ス
抜
き
」忘
れ
が
大
事
故
に

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
ガ
ス
抜
き

さ
れ
て
い
な
い
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
、
ガ
ス
の
残
っ
た
ラ
イ
タ
ー
な
ど

が
原
因
の
火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
は
、
車
両
や
機
械
の
損
傷
だ

け
で
な
く
、
作
業
員
の
生
命
を
脅
か
す
危
険

も
あ
り
ま
す
。
ご
み
と
し
て
出
す
と
き
は
、

必
ず
ガ
ス
抜
き
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

年
々
増
え
続
け
る
ご
み
。
そ
の
処
理
に
は
多
く
の
経
費（
税
金
）が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、
ご
み
の

正
し
い
分
別
と
資
源
と
し
て
の
再
利
用
を
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
施
設
課　

☎
23-

３
３
１
９



ロバート・ブライアン・
 ワーシックさん
○出身　アメリカ
○小学校担当（１年目）
○趣味　写真、アウトドア全般

　子どもが大好きで、日本の文化
や食べ物が大好きなのでＡＬＴを
希望しました。
　日本でいろいろなことにチャレ
ンジしたいと思っています。
　都城市はとても美しい町で、
人々は皆親切です。私はこの町が
とても好きで、もっとこの町と人々
について知りたいと思っています。

2008.11　14

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）は
、
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
り
、
学
校
に
お

け
る
国
際
交
流
の
進
展
を
目
的
と
し
た「
語
学
指
導
な
ど
を
行
う
外
国
青
年
」

で
す
。
市
内
で
は
、
小
・
中
学
校
で
英
語
の
授
業
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

 

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課　

☎
23-

９
５
４
４

アレクシス・ラムさん

○出身　カナダ
○中学校担当（３年目）
○趣味　サッカーなどスポーツ全般

　都城市の風景はとても美しい
ので、今年は霧島登山をしようと
思っています。
　今年は担当の学校が替わりま
した。昨年教えた生徒たちや学
校と離れるのはとてもさびしいで
すが、新しい学校で教えることを
とても楽しみにしています。
　「Practice makes perfect」
　（習うより慣れよ）

エリザベス・キラリー・
 レモンさん
○出身　アメリカ
○中学校担当（１年目）
○趣味　読書、テレビゲーム、スキー

　私の名前はエリザベス・レモン
といいますが、「キラ」と呼んでく
ださい。私はバージニア州の北の
方の出身です。アメリカの首都ワ
シントンＤＣにとても近い場所で
す。私はまだ日本語を話せないの
で、もっと勉強して皆さんと話せ
るようになりたいです。

マイケル・グラマックさん

○出身　アメリカ
○小学校担当（１年目）
○趣味　ギター、作曲

　私はペンシルベニア州の大学
で国際関係について学びました。
私の両親も教師なのでＡＬＴを希
望しました。子どもたちに英語を
楽しく教えたいと思っています。
　初めて日本に来ましたが、都城
市の皆さんはとても親切なので、
都城市に来ることができてとても
うれしく思っています。

マリコ・トーヨージさん

○出身　アメリカ
○小学校担当（１年目）
○趣味　ゴルフ、スノーボード

　私のひいおじいさんが日本の出
身なので、自分の歴史についても
勉強したいと思いました。
　大学生のとき、早稲田大学に３
カ月間留学しました。また日本に
来ることができてとてもうれしく思っ
ています。
　都城市はとても美しく、人々は
みんな親切です。私に都城のこと
を教えてください！！

Assistant Language Teacher

Ａ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｔ
をを
紹
介
紹
介
し
ま
す

し
ま
す
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本
市
の
取
り
組
み

　

本
市
で
は
平
成
17
年
4
月
に「
子
ど

も
に
関
す
る
相
談
窓
口
」
を
こ
ど
も
課

内
に
、
同
年
9
月
に「
都
城
市
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を
設
置
し
、

児
童
虐
待
な
ど
に
対
し
て
組
織
的
か
つ

迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。（
昨
年
度

の
相
談
件
数
は
42
件
）
ま
た
、
育
児
相

談
や
子
育
て
教
室
の
紹
介
な
ど
、
保
護

者
の
育
児
不
安
の
軽
減
を
図
る
ほ
か
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
伴

う
虐
待
か
ら
母
子
を
保
護
す
る
体
制
を

整
え
る
な
ど
、
虐
待
に
つ
な
が
る
要
因

を
取
り
除
き
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
の
種
類

身
体
的
虐
待 

… 

な
ぐ
る
、
け
る
、
や

け
ど
を
さ
せ
る
、
冬
に
戸
外
に
締
め

出
す
な
ど

性
的
虐
待 

… 

子
ど
も
へ
の
性
交
・
性

的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交
を
見

せ
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト 

… 

家
や
車
内
に
閉
じ
込

め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
不
潔
な

ま
ま
に
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待 

… 

言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
兄
弟
間
の
差
別
、
子
ど
も
の

前
で
行
わ
れ
る
家
庭
内
暴
力
な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
五
カ
条

一
、「
お
か
し
い
」と
感
じ
た
ら
迷
わ

ず
連
絡（
通
告
）

二
、「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」は
言
い
訳

三
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

四
、
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

五
、
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ

り
う
る

児
童
虐
待
を
見
た
ら
、
聞
い
た
ら

　

県
の
児
童
相
談
所
や
市
こ
ど
も
課
、

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
、
地
域
の
民

生
委
員
へ
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
通
告
は
子
ど
も
に
救
い
の
手
を
差

し
伸
べ
る
大
切
な
き
っ
か
け
で
あ
り
、

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援

の
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課　
　

☎
23-

2
6
8
4

　
　
　
　
　
　

 

（
☎
23-

2
1
1
1
）

　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
58-

6
8
0
0

 
 
 
 
 
 

 

（
☎
58-

2
3
1
1
）

　

山
田
地
域　
　

☎
64-

1
1
1
1

　

山
之
口
地
域　

☎
57-

3
1
1
1

　

高
崎
地
域　
　

☎
62-

1
1
1
1

　

児
童
相
談
所　

☎
22-

4
2
9
4

 
※（　

）内
は
閉
庁
時
の
番
号

人
権
と
は
、
人
種
や
民
族
、
性
別
な
ど

に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
幸
せ

に
生
き
る
た
め
の
権
利
で
、
毎
年
12
月

4
日
か
ら
10
日
ま
で
を「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
を

機
会
に
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト（
セ
ク
ハ
ラ
）、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
や
い
じ
め
、
障
が
い
者
へ
の

差
別
、
同
和
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
な
人

権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
り
、
生
活
が
便
利
で
効

率
的
に
な
っ
た
反
面
、
そ
の
匿
名
性
を

利
用
し
て
、
他
人
を
ひ
ぼ
う
中
傷
す
る

よ
う
な
書
き
込
み
を
し
た
り
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
か

か
わ
る
情
報

を
流
し
た
り

す
る
こ
と
も

増
え
て
い
ま

す
。

住
み
よ
い
社
会
の
た
め
に

　

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
と
、
一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
真
に
豊
か
で

ゆ
と
り
の
あ
る
、
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
で
は「
人

権
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
人
権
啓
発
冊

子
の
発
行
や
懸
垂
幕
の
掲
出
、
職
員
の

バ
ッ
ジ
着
用
に
よ
る
啓
発
の
ほ
か
、
年

間
を
通
し
て
、
啓
発
ビ
デ
オ
の
貸
し
出

し
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
心
身
と
も
に
健
全
に
育

成
さ
れ
る
べ
き
青
少
年
期
に
、
子
ど
も

が
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
花
を
育

て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
操
を
よ
り
豊

か
に
し
、
命
の
大
切
さ
や
相
手
を
思
い

や
る
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
精
神
を
身

に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
国（
法
務
省
）

の
委
託
を
受
け
て「
人
権
の
花
」運
動

を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
祝
吉
中
学

校
と
祝
吉
小
学
校
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

9
5
4
5

受
け
止
め
て
！
「
助
け
て
」の
小
さ
な
サ
イ
ン

あ
な
た
が
あ
な
た
ら
し
く
あ
る
た
め
に

あ
な
た
が
あ
な
た
ら
し
く
あ
る
た
め
に
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まちの話題 
Machi-no-wadai

練
習
の
成
果
を
見
事
に
発
揮

 
第
４
回
き
ら
り
び
と
ス
テ
キ
で
シ
ョ
ー

　

生
涯
学
習
講
座
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指

導
者
と
そ
の
受
講
者
ら
に
よ
る
発
表
会

「
き
ら
り
び
と
ス
テ
キ
で
シ
ョ
ー
」
が

9
月
27
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
な
ど
、
22
組
の

グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
表
。
満
席
の
会
場
か
ら
は
、
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
と
し
て
参
加
し

た
宮
原
秀
子
さ
ん（
西
町
）
は「
ち
ょ
っ

と
緊
張
し
た
が
、
気
持
ち
よ
く
発
表
で

き
た
。
今
後
も
練
習
を
続
け
て
い
き
、

も
っ
と
上
達
し
た
姿
を
皆
さ
ん
に
見
せ

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

届
か
ぬ
と
こ
ろ
も
、お
任
せ
あ
れ

 

公
立
保
育
所
電
気
無
料
点
検

　

快
適
な
保
育
環
境
づ
く
り
に
一
役
買

お
う
と
、
都
城
電
気
工
事
協
同
組
合
青

年
部（
山
内
敏
寛
部
長
、
19
人
）
と
同

部
Ｏ
Ｂ
ら
26
人
が
9
月
27
日
、
4
公
立

保
育
所
で
電
気
関
係
設
備
の
無
料
点
検

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
貢
献
を
目
指
し

約
30
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

で
、
保
育
所
の
点
検
は
4
回
目
。
郡
元

保
育
所
で
は
、
部
員
た
ち
が
手
際
よ
く

蛍
光
灯
を
交
換
し
た
り
、
換
気
扇
な
ど

の
清
掃
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
同
保

育
所
の
畑
中
豊
子
所
長
は「
普
段
手
が

届
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
点
検
・
清
掃
し

て
も
ら
い
、
助
か
り
ま
し
た
」
と
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

 

都
城
の
観
光
・
歴
史
資
源
を
再
発
見

し
、ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

初
め
て
開
催
さ
れ
た
都
城
盆
地
博
覧

会
。
竹
を
使
っ
た
ス
タ
ー
ド
ー
ム
作
り

や
ま
ち
の
不
思
議
な
も
の
を
探
し
て
歩

く
路
上
観
察
会
な
ど
24
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
、
期
間
中
県
内
外
か
ら
4
3
1

人
が
参
加
。
10
月
5
日
、
初
公
開
さ
れ

た
都
城
島
津
邸
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参

加
し
た
今
別
府
京
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

は「
三
味
線
の
音
色
と
庭
園
の
景
色
が

マ
ッ
チ
ン
グ
。
丸
に
十
字
の
家
紋
が
薩

摩
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
た
」
と

庭
園
を
背
景
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
音
と

歴
史
の
共
演
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

都
城
を
再
発
見
！　

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
自
然
の
恵
み
」「
ま
ち
歩
き
」「
挑
戦
」

 

都
城
盆
地
博
覧
会（
ボ
ン
パ
ク
）　

10
月
４
日
〜
19
日

都城島津邸でのコンサート（10月5日）

学芸員と歩くハテナめぐり（10月19日） スタードーム＆蜜
みつろう

蝋キャンドル＆夜空観察（10月11日）
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自
慢
の
逸
品
見
て
、触
っ
て
、味
わ
っ
て

 

第
４
回
み
や
こ
ん
じ
ょ
逸
品
フ
ェ
ア

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
逸
品
フ
ェ
ア（
〜
11

月
9
日
）
の
開
催
に
先
立
ち
、
10
月
6

日
、
関
係
者
を
対
象
と
し
た
内
覧
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
ウ
エ
ル
ネ
ス

交
流
プ
ラ
ザ
に
は
、
フ
ェ
ア
参
加
35
店

舗
の
う
ち
32
店
舗
が
持
ち
寄
っ
た
自
慢

の
逸
品
が
ず
ら
り
。
来
場
者
ら
は
、
出

店
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
り
、
商
品
を

手
に
取
っ
た
り
し
な
が
ら
そ
の
良
さ
を

確
か
め
て
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の

樋
口
剛
さ
ん
は「
今
回
は
都
城
ら
し
さ

を
生
か
し
た
商
品
も
出
て
き
た
。
市
外

に
対
し
て
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
思

う
」
と
4
回
目
の
成
果
に
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

盆
地
の
朝
に
あ
ふ
れ
る
熱
気

 

都
城
ぼ
ん
ち
市

　

市
民
の
触
れ
合
い
と
交
流
の
場
を
設

け
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
東
中
町
通
り
で
10
月
12
日
、

都
城
ぼ
ん
ち
市
が
開
か
れ
ま
し
た
。
川

南
町
の
軽
ト
ラ
朝
市
を
参
考
に
し
た
も

の
で
、
今
回
は
98
台
が
出
店
。
地
元
の

農
畜
産
物
や
新
鮮
な
魚
介
類
な
ど
が
販

売
さ
れ
、
約
１
万
2
、0
0
0
人
の
買
い

物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
実
行
委
員

の
堀
内
正
太
郎
さ
ん
は「
予
想
以
上
の

人
出
で
驚
い
た
。
今
後
も
こ
の
朝
市
を

定
着
さ
せ
て
、
全
国
に
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。
今

後
も
、
毎
月
第
2
日
曜
日
の
午
前
8
時

か
ら
午
前
11
時
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

墨
と
筆
の
味
わ
い
に
生
涯
を
賭
け
た
画
家

 

山
内
多
門
生
誕
１
３
０
年
展

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し
た

都
城
出
身
の
画
家
山
内
多
門
の
回
顧
展

「
山
内
多
門
生
誕
1
3
0
年
展
」
が
、

11
月
30
日
ま
で
市
立
美
術
館
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
多
門
の
展
覧
会
は
昭
和

11
年
、
東
京
で
遺
作
展
が
開
催
さ
れ
て

以
来
72
年
ぶ
り
。
会
場
に
は
初
公
開
と

な
る「
金こ
ん

剛ご
う

赤せ
き

壁へ
き

江こ
う

」
を
は
じ
め
、
全

国
8
カ
所
の
美
術
館
や
個
人
か
ら
集
め

た
作
品
1
3
0
点
を
展
示
。
10
月
17
日

に
行
わ
れ
た
内
覧
会
に
は
多
門
ゆ
か
り

の
人
や
美
術
関
係
者
な
ど
が
招
待
さ

れ
、学
芸
員
の
説
明
に
耳
を
傾
け
た
り
、

作
品
を
間
近
に
見
た
り
し
な
が
ら
日
本

画
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

食
欲
の
秋
に
は「
盆
地
の
謝
肉
祭
」

 

都
城
焼
肉
カ
ー
ニ
バ
ル

　

日
本
一
の
肉
の
ま
ち
都
城
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
2
年
前
に
始
ま
っ
た
焼
肉
カ
ー

ニ
バ
ル
が
10
月
18
日
、
観
音
池
公
園
で

開
か
れ
ま
し
た
。
2
、5
0
0
席
が
並

び
、
焼
肉
の
香
ば
し
い
煙
が
立
ち
込
め

た
会
場
に
は
、
県
内
産
の
牛
・
豚
・
鶏

の
焼
肉
を
楽
し
も
う
と
、
家
族
連
れ
や

職
場
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
約
1
万
4
、0

0
0
人
が
来
場
し
、
終
日
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。
家
族
と
訪
れ
た
平

山
寿と
し

乃の

さ
ん（
志
比
田
町
）
は「
広
々
と

し
た
雰
囲
気
が
食
欲
を
そ
そ
る
隠
し

味
。
こ
れ
が
気
に
入
っ
て
毎
年
来
て
い

ま
す
」
と
穏
や
か
な
天
気
と
お
い
し
い

お
肉
の
両
方
に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。
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月
8
日
に
農
林
水
産
省
が
認

定
す
る「
地
産
地
消
の
仕
事

人
」に
選
ば
れ
た
高
崎
町
農
産
加
工

セ
ン
タ
ー
事
業
協
同
組
合
理
事
長
の

坂
元
順
子
さ
ん（
69
歳
・
高
崎
町
）。

　
「
地
産
地
消
の
仕
事
人
」
と
は
、

各
地
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
進

め
、
消
費
者
の
関
心
を
深
め
る
た
め

に
必
要
な
地
域
農
産
物
の
生
産
、
流

通
、
加
工
そ
の
ほ
か
地
産
地
消
の
取

り
組
み
に
関
す
る
知
見
や
経
験
を
有

す
る
人
を
選
定
す
る
も
の
で
、
全
国

で
48
人
、
県
内
か
ら
は
坂
元
さ
ん
が

た
だ
１
人
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
高
崎
町
時
代

の
平
成
6
年
7
月
に
そ
れ
ま
で
別
々

に
活
動
し
て
い
た
町
内
の
7
団
体
が

ま
と
ま
っ
て
設
立
。
都
城
市
と
の
合

併
後
は
同
事
業
協
同
組
合
が
指
定
管

理
者
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

坂
元
さ
ん
は
セ
ン
タ
ー
設
立
当
初

か
ら
代
表
と
し
て
運
営
に
か
か
わ
っ

て
お
り
、
今
回
の
認
定
は
地
元
農
産

物
の
販
路
拡
大
や
地
域
の
活
性
化
、

特
産
品
の
開
発
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
結
果
と
い

え
ま
す
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
べ
き
食

の
安
心
・
安
全
へ
の
信
頼
性
が
損
な

わ
れ
て
き
て
い
る
今
、
本
物
を
供
給

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

に
並
べ
ら
れ
て
い
る
農
産
物
は
す
べ

て
町
内
産
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
毎

朝
近
隣
の
生
産
者
が
補
充
し
に
や
っ

て
来
ま
す
。

　

認
定
に
つ
い
て
、「
当
た
り
前
の

こ
と
を
や
っ
て
き
た
だ
け
。
認
定
は

組
合
員
や
生
産
者
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
坂
元
さ
ん
。

か
っ
ぽ
う
着
姿
の「
仕
事
人
」は
、
こ

れ
か
ら
も
知
り
尽
く
し
た
地
元
農
産

物
や
加
工
品
を
通
し
て
、
信
頼
さ
れ

る
食
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
活
躍

し
て
い
き
ま
す
。

９
Scenery of a person

農林水産省が認定する地産地消の仕事人に選ばれた

坂元 順
より

子
こ

さん
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学学校校へへ行行こうこう

　

　

将
来
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
の
が
、
吉
田
拓
郎
の「
ど

う
し
て
こ
ん
な
に
悲
し
い
ん
だ
ろ
う
」

を
聞
い
た
高
校
1
年
の
時
。そ
れ
以
来
、

音
楽
漬
け
の
毎
日
を
過
ご
し
、
演
奏
で

き
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ど
こ
で
も
弾

き
語
り
や
バ
ン
ド
で
歌
っ
て
い
た
。
そ

れ
が
場
違
い
な
夏
祭
り
の
舞
台
や
商
店

街
の
祭
り
・
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
で

あ
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、
毎
日
が
充

実
し
て
い
た
。

　

あ
れ
か
ら
35
年
。
あ
の
時
夢
見
た

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
は
な
れ
て
い
な

い
。
ま
だ
あ
き
ら
め
て
い
な
い
が
、
今

の
仕
事
も
天
職
だ
と
思
っ
て
い
る
。
不

登
校
・
い
じ
め
を
経
験
、
自
分
と
向
き

合
え
な
い
子
や
や
ん
ち
ゃ
系
、
学
校
が

合
わ
ず
に
転
校
し
て
き
た
な
ど
の
子
ど

も
た
ち
に
、高
卒
資
格
を
授
与
し
た
り
、

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
学
園
を

経
営
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に「
夢
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
」
を
伝
え
た
い
！　

と
い

う
気
持
ち
が
、
生
ま
れ
た
都
城
か
ら

今
住
ん
で
い
る
千
葉
県
茂
原
市
ま
で

1
、6
0
0
㌔
徒
歩
の
旅
を
決
断
さ
せ

た
。
予
定
通
り
今
年
の
8
月
31
日
踏

破
！　

子
ど
も
た
ち
も
学
園
の
前
で
迎

え
て
く
れ
た
。つ
ら
い
時
も
あ
っ
た
が
、

希
望
が
あ
れ
ば
克
服
で
き
る
と
、
私
が

学
ん
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
私
を
育
て
て
く
れ

た
都
城
を
誇
り
に
思
う
。「
故
郷
み
や

こ
ん
じ
ょ
！　

あ
り
が
と
う
。」

　
「
積
極
的
に
行
動
し
、
笑
顔
で
団
結

力
の
あ
る
生
徒
会
」。
こ
れ
が
私
た
ち

生
徒
会
の
大
き
な
目
標
で
す
。

　

志
和
池
中
学
校
は
、
全
校
生
徒

1
9
7
人
と
い
う
少
な
い
人
数
で
は
あ

り
ま
す
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
元
気

で
明
る
く
、
と
て
も
活
気
の
あ
る
学
校

で
す
。

　

志
和
池
中
学
校
の
一
番
の
自
慢
は
、

礼
儀
正
し
い
こ
と
で
す
。
全
校
集
会
で

は
、
体
育
館
に
入
り
整
列
し
た
ら
そ
の

場
に
正
座
し
、
黙
想
を
し
ま
す
。
人
が

前
で
話
を
す
る
時
、「
足
を
崩
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
ら
、「
失
礼
し

ま
す
」
と
言
っ
て
一
礼
し
、
足
を
崩
し

ま
す
。
そ
の
人
の
話
が
終
わ
っ
た
ら
、

再
び
正
座
を
し
ま
す
。
こ
れ
が
私
た
ち

の
集
会
で
す
。

　

ま
た
、
あ
い
さ
つ
運
動
も
志
和
池
中

学
校
の
自
慢
で
す
。
朝
、
正
門
前
に
た

く
さ
ん
の
先
生
、
保
護
者
の
人
た
ち
、

野
球
部
や
吹
奏
楽
部
の
部
員
が
立
ち
、

登
校
し
て
く
る
生
徒
た
ち
に
元
気
よ
く

あ
い
さ
つ
を
し

て
い
ま
す
。
こ

の
あ
い
さ
つ
運

動
で
朝
か
ら
大

き
な
声
を
出
す

こ
と
に
よ
り
、

一
日
の
ス
タ
ー

ト
を
気
持
ち
よ

く
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

中
学
校
生
活

は
、3
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
す
が
、

伝
統
あ
る
志
和
池
中
学
校
で
過
ご
せ
る

こ
と
を
、私
た
ち
は
誇
り
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
一
の
学
校
を
私
た
ち
で

つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

第35回 志和池中学校
◎上水流町4323-1 ☎36-3037

昭和30年生まれ。祝吉町出身。
旧姓税所。現在、通信制高校サポー
ト校｢成美学園高等部｣学園長。娘は
タレントの酒井彩名。

「
都
城
に
志
和
池

 

中
学
校
あ
り
」

志
和
池
中
学
校
生
徒
会

◎学校のシンボル
「運動場のメタセコイアの木」
　この木のように生徒たちが優しく、たく
ましく育ってほしいと昭和32年に寄贈さ
れ、それから50年以上も志和池中の生
徒たちを温かく見守ってくれています。

酒井  秀光 （さかい  ひでみつ）

【
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ
】

酒
井　

秀
光 

さ
ん

Shiwachi Junior High SchoolShiwachi Junior High School

Profi le プロフィル
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暮らしの情報

 
募　

集

Recruitm
ent

「
わ
け
も
ん
の
主
張
」出
場
者

　

有
権
者
と
し
て
の
責
任
や
明
る
い
選
挙

推
進
運
動
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、「
わ
け
も
ん
の
主
張（
新
有
権
者

発
表
会
）」
を
開
催
し
ま
す
。

※
都
城
地
区
で
予
選
会
を
行
い
、
上
位
入

賞
者
は
県
大
会
に
出
場

●
対
象　

昭
和
60
年
4
月
2
日
〜
平
成
元

年
4
月
1
日
の
生
ま
れ
で
、
原
則
と
し
て

都
城
市
お
よ
び
三
股
町
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
人

●
発
表
内
容　

有
権
者
と
な
っ
て
感
じ
た

政
治
に
つ
い
て
・
選
挙
に
つ
い
て　

※
5
分（
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
4
枚
）

程
度
で
発
表

問　

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
原
稿
を
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
23-

7
8
6
4

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画

市
民
会
議
委
員

　

子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
の
環
境
整

備
を
ね
ら
い
と
す
る
次
世
代
育
成
支
援
対

策
行
動
計
画
の
策
定
に
際
し
、
計
画
内
容

に
意
見
を
述
べ
、
策
定
に
協
力
す
る
市
民

会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
の
人
、
2
人

程
度

●
任
期　

22
年
3
月
31
日
ま
で

●
内
容　

20
・
21
年
度
に
開
催
す
る
会
議

へ
の
出
席

問　

12
月
3
日
㈬
ま
で
に
、
応
募
理
由

（
8
0
0
字
程
度
）、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
た
応
募
用
紙

（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）
を
、
こ
ど
も
課

（
〒
885-

8
5
5
5
）へ
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス（
FAX 

23-

2
7
8
8
）、Ｅ
メ
ー
ル

（kodom
o@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

）

☎
23-

2
6
8
4　

関
之
尾
紅
葉
ま
つ
り

コ
ン
テ
ス
ト
作
品

●
募
集
期
間

　

11
月
9
日
㈰
〜
12
月
14
日
㈰

●
部
門　

写
真
、
俳
句
、
ス
ケ
ッ
チ 

　

申
し
込
み
用
紙
と
作
品
を
滝
の
駅
せ

き
の
お
、
関
之
尾
緑
の
村
に
提
出（
9
時

〜
17
時
）

問　

滝
の
駅
せ
き
の
お 
☎
37-

3
4
0
5

刑
務
官（
柔
・
剣
道
有
段
者
）

●
受
験
資
格　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
男
性 

①
採
用
時（
21
年
4
月
1
日
）

に
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人

②
応
募
時
に
22
歳
未
満
の
人
で
2
段
以

上
、
22
歳
以
上
の
人
で
3
段
以
上
の
柔
道

ま
た
は
剣
道
の
段
位
を
有
す
る
人　

③
現

在
も
柔
道
ま
た
は
剣
道
の
修
業
を
続
け
て

い
る
人　

※
欠
格
条
項
あ
り

●
定
員　

14
人
程
度

●
申
込
締
め
切
り　

11
月
14
日
㈮

●
第
１
次
試
験　

11
月
30
日
㈰

問　

詳
し
く
は
、
福
岡
矯
正
管
区
職
員
課

☎
0
9
2-

6
6
1-

1
2
6
0

 

催　

し

Event

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
山
之
口

●
日
時　

12
月
7
日
㈰　

　
　
　
　

9
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

山
之
口
地
区
公
民
館

●
内
容　

大
森
う
た
え
も
ん
さ
ん
に
よ
る

講
演
、
生
涯
学
習
講
座
発
表
会
、
小
学
生

に
よ
る
郷
土
芸
能
披
露
、
作
品
展
示
な
ど

問　

山
之
口
教
育
課　

☎
57-

3
1
1
1

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ
ジ
」

　

自
主
防
災
や
危
機
管
理
、
地
域
の
消
防

団
員
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

●
日
時　

12
月
16
日
㈫　

18
時
30
分
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
料
金　

前
売
り
券
3
、0
0
0
円

　
　
　
　

当
日
券
3
、5
0
0
円

※
小
学
生
以
下
の
入
場
不
可
。
チ
ケ
ッ
ト

は
、
消
防
局
総
務
課
、
各
総
合
支
所
総

務
課
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
、
各
消
防
団

で
販
売

問　

消
防
局
総
務
課　

☎
22-

8
8
8
2
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男
女
共
同
参
画
講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

11
月
16
日
㈰　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン

霧
の
蔵
ホ
ー
ル（
志
比
田
町
）

●
内
容　

正
井
礼
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

女
性
と
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
メ
ン

ズ
ネ
ッ
ト
・
こ
う
べ
代
表
）
に
よ
る
講
演

「
女
性
た
ち
が
語
る
報
道
さ
れ
な
か
っ
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
」

問　

11
月
14
日
㈮
ま
で
に
生
活
文
化
課

　
　
　

☎
23-

2
1
2
1

自
殺
対
策
講
演
会

「
勤
労
者
の
こ
こ
ろ
と
身
体
を
守
る
」

●
日
時　

11
月
22
日
㈯　

13
時
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

生
越
照
幸
さ
ん（
大
阪
弁
護
士

会
）
に
よ
る
講
演
「
過
労
自
死
の
実
態
と

私
の
取
り
組
み
」、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ほ
か

問　

障
害
福
祉
課　

☎
23-

2
9
8
0

平
成
 21
年
都
城
市
成
人
式

　

今
回
か
ら
、総
合
支
所
管
内
も
含
め
て
、

地
区
ご
と
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
企

画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。
地
区
ご
と
に
開

催
日
時
・
会
場
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
対
象
者
で
案
内
状

が
届
か
な
い
人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

昭
和
63
年
4
月
2
日
〜
平
成
元

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

●
日
時
・
場
所

地　

区

日
時
・
場
所

姫
城

１
月
3
日
㈯　

10
時
〜

姫
城
地
区
公
民
館

小
松
原

１
月
5
日
㈪　

10
時
30
分
〜

小
松
原
中
学
校
体
育
館

妻
ケ
丘

１
月
3
日
㈯　

10
時
〜

妻
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

祝
吉

１
月
10
日
㈯　

10
時
30
分
〜

祝
吉
中
学
校
体
育
館

五
十
市

１
月
3
日
㈯　

10
時
30
分
〜

五
十
市
中
学
校
体
育
館

横
市

１
月
3
日
㈯　

10
時
〜

西
中
学
校
体
育
館

沖
水

１
月
4
日
㈰　

10
時
30
分
〜

沖
水
中
学
校
体
育
館

志
和
池

１
月
5
日
㈪　

10
時
30
分
〜

志
和
池
中
学
校
体
育
館

庄
内

１
月
4
日
㈰　

10
時
30
分
〜

庄
内
中
学
校
体
育
館

西
岳

１
月
3
日
㈯　

10
時
30
分
〜

高
野
営
農
研
修
館

中
郷

１
月
3
日
㈯　

13
時
30
分
〜

中
郷
地
区
公
民
館

山
之
口

１
月
5
日
㈪　

10
時
30
分
〜

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
城

１
月
5
日
㈪　

10
時
30
分
〜

高
城
地
区
公
民
館

山
田

１
月
5
日
㈪　

10
時
〜

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

高
崎

１
月
5
日
㈪　

10
時
30
分
〜

高
崎
総
合
公
園
総
合
体
育
館

問　

生
涯
学
習
課（
都
城
地
域
）
☎
23-

9
5
4
5
、
山
之
口
教
育
課（
山
之
口
地

域
）☎
57-

3
1
1
1
、
高
城
教
育
課（
高

城
地
域
）
☎
58-

2
3
1
7
、
山
田
教
育

課（
山
田
地
域
）☎
64-

1
1
2
1
、
高
崎

教
育
課（
高
崎
地
域
）☎
62-

1
1
1
1

ふ
れ
あ
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

精
神
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
こ

こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時　

11
月
30
日
㈰　

9
時
30
分
〜

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
内
容　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
ミ
ニ
テ
ニ

ス
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど
）、レ
ク
ゲ
ー
ム
ほ
か

●
定
員　

約
1
0
0
人　

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

●
参
加
料　

3
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

問　

11
月
21
日
㈮
ま
で
に
都
城
保
健
所

健
康
づ
く
り
課　

☎
23-

4
5
0
4

健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
無
料
）

●
日
時　

11
月
24
日
㈪　

9
時
30
分
〜

●
集
合
場
所　

く
ま
そ
広
場（
関
之
尾
町
）

●
コ
ー
ス　

く
ま
そ
広
場
〜
関
之
尾
滝
間

を
往
復
す
る
6
㌔（
途
中
坂
道
あ
り
）

●
定
員　

2
0
0
人　

※
事
前
申
し
込
み
必
要
。
雨
天
中
止

●
持
参
す
る
も
の　

タ
オ
ル
、
飲
料
水
、

帽
子
、
健
康
保
険
証（
写
し
）

問　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

2
7
6
5
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暮らしの情報

 
催　

し

Event
成
人
記
念

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

●
日
時　

1
月
12
日
㈪　

8
時
30
分
〜

●
コ
ー
ス　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

発
着
の
三
股
折
り
返
し

●
種
目

【
男
子
】  

2
㌔（
小
学
3
〜
6
年
生
）、
5

㌔
（
中
学
生
・
壮
年
40
歳
以
上
）、10
㌔（
高

校
生
・
一
般
）

【
女
子
】  

2
㌔（
小
学
3
〜
6
年
生
）、
3

㌔（
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
・
壮
年
35

歳
以
上
）

●
参
加
料　

小
学
生
3
0
0
円
、
中
・
高

校
生
5
0
0
円
、
一
般
1
、0
0
0
円　

※
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中

問　

11
月
30
日
㈰
ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル

（m
ac3550@

arrow
.ocn.ne.jp

）
で
、
都

城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局
（
川
内
）　

☎
26-

4
5
1
0（
18
時
以
降
）

認
知
症
講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

11
月
24
日
㈪　

14
時
30
分
〜

●
場
所　

洋
香
看
護
専
門
学
校（
三
股
町
）

●
講
師　

大
悟
病
院
老
年
期
精
神
疾
患
セ

ン
タ
ー
長　

三
山
吉
夫
さ
ん

問　

11
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

（
藤
元
早
鈴
病
院
内
）　

☎
25-

1
3
1
3

島
津
発
祥
ま
つ
り

【
北
郷
萌ほ

う
し
ょ
う祥
絵
画
展
】

●
場
所
・
期
間　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ

ザ（
11
月
15
日
㈯
〜
17
日
㈪
）、
大
丸
セ

ン
タ
ー
モ
ー
ル（
11
月
18
日
㈫
〜
22
日
㈯
）

【
島
津
発
祥
ま
つ
り
パ
ネ
ル
展
】

●
期
間　

11
月
15
日
㈯
〜
23
日
㈰

●
場
所　

イ
オ
ン
都
城
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

問　

島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

　
　

☎
51-

5
5
0
1

【
都
城
島
津
家
伝
来
史
料
速
報
展

 

「
高
城
と
北
郷
家
の
時
代
」】

●
期
間　

11
月
15
日
㈯
〜
24
日
㈪

※
11
月
17
日
㈪
も
開
館

●
場
所　

高
城
郷
土
資
料
館

●
内
容　

北
郷
忠た
だ
す
け相
没
後
4
5
0
年
祭
に

合
わ
せ
て
、
ゆ
か
り
の
史
料
を
展
示

問　

文
化
財
課　

☎
23-

2
1
1
6

【
山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

 

青
井
岳
特
別
公
演
】

●
日
時　

11
月
16
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

青
井
岳
荘
・
青
井
岳
会
館

●
内
容　

保
存
会
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃

「
門
出
八
嶋
」上
演
、
山
之
口
麓
小
学
校

人
形
浄
瑠
璃
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
人
形
浄
瑠

璃
・
間
狂
言
上
演
ほ
か

●
料
金　

前
売
り
券
2
、5
0
0
円（
観

劇
・
温
泉
利
用
・
弁
当
）、
当
日
券

1
、0
0
0
円（
観
劇
・
温
泉
利
用
）

問　

山
之
口
町
商
工
会 

☎
57-

2
0
1
6

Ｔ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
８

●
日
時　

11
月
16
日
㈰　

10
時
〜

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館
静
山
亭
ほ
か

●
内
容　

都
城
茶
○
×
筆
記
ク
イ
ズ
な
ど

　

小
学
4
〜
6
年
生
の
部（
先
着
1
0

0
人
）は
事
前
に
、一
般
の
部（
2
人
1
組
。

1
人
は
18
歳
以
上
）は
当
日
申
し
込
み

問　

Ｔ-

1
グ
ラ
ン
プ
リ
実
行
委
員
会

　
　

☎
38-

2
9
2
1

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

●
日
時　

11
月
20
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

小
川
和
紘
さ
ん（
サ
ク
ソ
ホ

ン
）、
佐
田
真
実
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

人
権
啓
発
推
進
大
会（
無
料
）

　

12
月
4
日
か
ら
10
日
は「
人
権
週
間
」

で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
人
権
啓
発
推
進

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
6
日
㈯　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館　

※
託
児
あ
り（
事
前
予
約
が
必
要
）

●
内
容　

飯
塚
繁
雄
さ
ん（
北
朝
鮮
に
よ

る
拉
致
被
害
者
家
族
連
絡
会
代
表
）
に
よ

る
講
演
「
家
族
の
絆
を
取
り
戻
す
た
め

に
」（
仮
題
）、
人
権
啓
発
標
語
入
賞
者
の

表
彰
式
な
ど

問　

11
月
28
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23-

9
5
4
5
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再
就
職
準
備（
 Re
・
 Be
ワ
ー
ク
）

セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

●
日
時　

11
月
26
日
㈬　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル（
中
町
）6
階

●
定
員　

30
人　

※
託
児
あ
り

●
内
容　

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
高
木
か

お
る
さ
ん
に
よ
る
講
演
、
企
業
の
人
事
担

当
者
と
の
交
流
会

問　

21
世
紀
職
業
財
団　

　
　

☎
0
9
8
5-

20-
2
0
1
9

 

講
座·

教
室

Course·Class

離
乳
食
教
室（
無
料
）

●
日
時　

11
月
14
日
㈮　

9
時
30
分
〜

●
場
所　

高
崎
東
霧
島
多
目
的
集
会
所

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

認
定
講
習
会（
無
料
）

　

少
人
数
で
も
学
習
に
参
加
で
き
る「
よ

か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導
す
る
生

涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
の
登
録
、

認
定
を
行
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。

●
日
時　

12
月
7
日
㈰

　
　
　
　

9
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
参
加
資
格　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
生

涯
学
習
を
指
導
す
る
意
欲
を
持
ち
、
市
内

の
学
習
者
を
指
導
で
き
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

①
指
導
分
野
に
関
す
る
資
格
、
指
導
経
歴

ま
た
は
実
務
経
験
が
あ
る
人

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
学
習
者
で
、
現

在
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導

者
か
ら
指
導
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
人

※
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
分

野
は
1
分
野
で
、
推
薦
は
1
回
限
り

●
そ
の
他　

カ
ラ
ー
写
真
2
枚（
縦
4
㌢

×
横
3
㌢
）、
印
鑑
、
筆
記
用
具
を
持
参

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

問　

12
月
5
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23-

9
5
4
5

犬
の
し
つ
け
方
教
室（
無
料
）

●
日
時　

11
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
対
象　

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
お
よ

び
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
の
犬（
生
後
3
カ

月
〜
12
カ
月
の
犬
を
優
先
）の
飼
育
者
で
、

2
日
間
と
も
受
講
で
き
る
人

●
定
員　

10
人
程
度　

※
先
着
順

●
内
容　

狂
犬
病
予
防
法
や
動
物
愛
護

法
、犬
の
習
性･

行
動
、タ
ッ
チ
ン
グ
、リ
ー

ダ
ー
ウ
オ
ー
ク
講
習
な
ど

問　

11
月
14
日
㈮
ま
で
に

　
　
　

都
城
保
健
所　

☎
23-

4
5
0
4

き
ら
り
体
験
教
室

　

5
人
以
上
（
対
象
制
限
な
し
）
で
開
催

し
ま
す
が
、応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
ス
ペ
イ
ン
語
】

●
日
時　

12
月
2
日
㈫
・
9
日
㈫

　
　
　
　

全
2
回
、
10
時
〜
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
料　

1
、0
0
0
円

※
冷
暖
房
費
別

●
申
込
締
め
切
り　

11
月
21
日
㈮

【
か
お
り
ん
フ
ラ
ワ
ー（
ね
ん
ど
の
花
）】

●
日
時　

12
月
11
日
㈭　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

高
城
地
区
公
民
館

●
参
加
料　

5
0
0
円　

※
冷
暖
房
費
と

教
材
費
5
0
0
円
が
別
途
必
要

●
申
込
締
め
切
り　

12
月
1
日
㈪

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

よ
か
・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク（
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
）】

●
日
時　

毎
月
第
2
・
4
金
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館　

※
場
所
が
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

●
学
習
料　

1
回
5
0
0
円
〜
7
5
0
円

（
学
習
料
は
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
別

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23-
4
0
8
0
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講
座·

教
室

Course·Class
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
推
進
員

養
成
講
習
会（
無
料
）

　

地
域
で
健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

推
進
す
る
人
を
養
成
す
る
た
め
の
講
座

で
、
11
月
か
ら
2
月
ま
で
の
全
4
回
を
受

講
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

●
日
時
・
場
所
・
内
容
・
講
師

第
１
回

11
月
29
日
㈯　

14
時
〜　

市
役
所
南
別
館

「
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
推
進
活
動
」

（
順
天
堂
大
学
教
授　

島
内
憲
夫
さ
ん
）

第
２
回

12
月
12
日
㈮　

13
時
30
分
〜　

都
城
運
動
公
園
体
育
館

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
話･

実
技
指
導
」 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
研
究
所　

　

駒
崎
優
さ
ん
）

※
3
回
目
以
降
は
後
日
通
知

問　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

2
7
6
5

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室（
無
料
）

●
日
時　

11
月
27
日
㈭　

14
時
〜
16
時

※
事
前
申
し
込
み
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
対
象　

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩
む
家

族
、
友
人
な
ど

●
内
容　

自
分
の
気
持
ち
を
話
し
て
み
ま

し
ょ
う

問　

都
城
保
健
所　

☎
23-

4
5
0
4

体
力
づ
く
り
教
室

貯
筋
サ
ー
ク
ル

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
使
っ
て
体

力
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

●
日
程　

11
月
4
日
㈫
〜

（
毎
週
火
〜
金
曜
日
）　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
費
用　

1
回
5
0
0
円

　
　
　
　
（
月
会
費
3
、0
0
0
円
）　

※
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
い
き

い
き
倶
楽
部
」入
会
者
は
割
引
あ
り

問　

い
き
い
き
倶
楽
部　

　
　

☎
58-

5
5
1
4

 
相　

談
Counseling

行
政
相
談（
無
料
）

●
日
時
・
場
所

11
月
14
日
㈮　

10
時
〜
12
時

高
城
総
合
支
所
西
別
館
第
2
会
議
室

11
月
20
日
㈭　

13
時
〜
16
時

都
城
大
丸
7
階

11
月
26
日
㈬　

10
時
〜
12
時

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

※
11
月
6
日
㈭
に
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
行
政
相
談
は
、
10

時
〜
12
時
で
行
い
ま
す

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談　

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

11
月
18
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

11
月
25
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密

は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

7
1
5
7

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

●
日
程

12
／
1
㈪

12
／
6
㈯

宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
宮
崎
市
）

12
／
2
㈫

日
南
市
役
所

12
／
3
㈬

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

12
／
5
㈮

小
林
中
央
公
民
館

●
時
間　

10
時
〜
16
時　

※
原
則
予
約
制
で
す
が
、
当
日
で
も
受
け

付
け
ま
す

問　

宮
崎
県
生
活
協
働
男
女
参
画
課　

　
　
　

☎
0
9
8
5-
26-

7
0
5
4
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知
財
駆
け
込
み
寺
連
携
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

11
月
18
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
2
階
会
議
室

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23-

2
7
5
3

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

11
月
27
日
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
1
階
）

11
月
28
日
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
総
合
支
所
2
階
大
会
議
室

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

11
月
19
日
㈬　

18
時
〜
21
時　

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

9
人
程
度　

※
事
前
予
約
必
要

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25-

3
2
4
0

な
ん
で
も
生
活
無
料
相
談
会

●
日
時　

11
月
22
日
㈯　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

大
丸
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
2
階

●
内
容　

法
律
、官
公
庁
へ
の
各
種
申
請
、

登
記
、
土
地
境
界
、
年
金
、
税
金
、
医
療

保
険
な
ど
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

問　

宮
崎
県
行
政
書
士
会
都
城
支
部

　
　
　

☎
25-

3
2
4
0

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話
相
談

●
期
間　

11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
19
時　

※
22
・
23
日
は
10
時
〜
17
時

●
内
容　

Ｄ
Ｖ
、
離
婚
問
題
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

●
相
談
専
用
番
号（
通
話
料
必
要
）

　

☎
0
5
7
0-

0
7
0-

8
1
0

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　

☎
0
9
8
5-

22-

5
1
2
4

 

お
知
ら
せ

Inform
ation

平
成
21 
年
度

小
学
校
入
学
予
定
者
健
康
診
断

　

平
成
21
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
の
健

康
診
断
を
10
月
30
日
㈭
か
ら
各
地
区
で
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
該
当
者
に
は
が
き

で
通
知
し
ま
す
が
、会
場
が
分
か
ら
な
い
、

は
が
き
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
時
は
母
子
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い

問　

学
校
教
育
課　

☎
23-

2
1
6
1

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

現
在
策
定
中
の
都
城
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
資
料
や
パ
ネ
ル
を
展
示
す

る
ほ
か
、
担
当
職
員
が
皆
さ
ん
の
意
見
を

伺
い
ま
す
。

●
日
程

11
／
2
㈰

庄
内
地
区
体
育
館 

（
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
会
場
）

11
／
17
㈪

中
央
公
民
館

中
郷
地
区
公
民
館

11
／
19
㈬

五
十
市
地
区
公
民
館

西
岳
地
区
公
民
館

11
／
20
㈭

横
市
地
区
公
民
館

11
／
21
㈮

小
松
原
地
区
公
民
館

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

11
／
25
㈫

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

11
／
26
㈬

祝
吉
地
区
公
民
館

11
／
27
㈭

沖
水
地
区
公
民
館

11
／
28
㈮

高
城
地
区
公
民
館

高
崎
総
合
支
所

12
／
6
㈯

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
環
境
ま
つ
り
会
場
）

12
／
7
㈰

山
之
口
地
区
公
民
館

（
生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

山
之
口
会
場
）

●
時
間　

15
時
〜
19
時　

※
庄
内
地
区
体
育
館
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
、
山
之
口
地
区
公
民
館
で
の
受
け
付

け
は
10
時
〜
15
時

問　

都
市
計
画
課　

☎
23-

2
7
6
2
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お
知
ら
せ

Inform
ation

差
押
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

12
月
3
日
㈬　

14
時
〜

●
場
所　

市
役
所
東
館
6
階
入
札
室

●
物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

※
詳
細
は
11
月
10
日
㈪
以
降
に
納
税
課

に
掲
示
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載

問　

納
税
課　

☎
23-

2
1
2
6

人
形
の
館

館
内
く
ん
蒸
に
伴
う
臨
時
休
館

●
休
館
日　

11
月
18
日
㈫
・
19
日
㈬　

※
11
月
17
日
㈪
は
通
常
休
館

問　

山
之
口
教
育
課 

☎
57-

3
1
1
1

胃・子
宮
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
30
人
に
満
た
な
い
際

は
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

●
日
程

12
／
10
㈬

五
十
市
地
区
公
民
館

12
／
11
㈭

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

12
／
14
㈰

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

8
時
〜
9
時

●
検
診
料　

5
0
0
円

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

平
成
元
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
奇
数
年
生
ま
れ
の
女

性（
平
成
元
年
、
昭
和
63
年
、
61
年
…
）

●
日
時
・
場
所

12
月
11
日
㈭

・
9
時
〜
10
時（
受
付
）

　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館 

・
13
時
30
分
〜
14
時
30
分（
受
付
）

　

五
十
市
地
区
公
民
館

12
月
14
日
㈰

・
9
時
〜
10
時（
受
付
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
検
診
料　

4
0
0
円

※
た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保

護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
人
は
、
証
明
書
や
保
険
証
を
提

示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

●
そ
の
他　

子
宮
が
ん
検
診
は
2
年
に

1
回
の
受
診
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

4
月
1
日
以
降
に
が
ん
検
診
を
受
け
た

人
、
職
場
や
病
気
で
同
等
の
検
診
を
受

け
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

2
7
6
5

人
権
擁
護
委
員（
新
任
）

　

10
月
1
日
か
ら
高
崎
地
域
担
当
の
人

権
擁
護
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た
。

・
坂
元
義
文
さ
ん　

☎
62-

1
6
1
3

・
仮
屋
由
紀
子
さ
ん 

☎
62-

4
8
5
8

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局　

　
　

☎
22-

0
4
9
0

鳥
を
飼
養
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

秋
か
ら
冬
の
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
時

期
は
、
特
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
感
染
防
止
の
た

め
、以
下
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に

①
鳥
は
金
網
な
ど
で
囲
っ
て
飼
い
、
金

網
な
ど
に
穴
が
開
い
て
い
る
場
合
は

補
修
し
て
、
野
鳥
や
ね
ず
み
な
ど
と

の
接
触
や
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

②
飲
み
水
や
餌
は
、
屋
根
の
あ
る
場
所

に
置
い
て
、
野
鳥
な
ど
の
ふ
ん
が
入

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

池
や
川
の
水
を
直
接
飲
ま
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

③
鳥
小
屋
に
入
る
と
き
に
は
専
用
の
長

靴
な
ど
を
使
用
し
、
世
話
が
終
わ
っ

た
ら
よ
く
洗
い
、
十
分
に
消
毒
し
ま

し
ょ
う

④
鳥
の
世
話
を
し
た
後
は
、
手
洗
い
、

う
が
い
を
す
る
な
ど
感
染
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う

⑤
飼
養
し
て
い
る
鳥
が
一
度
に
何
羽
も

死
ん
だ
り
、
元
気
が
な
く
な
っ
た
り

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
畜
産
課
や
各

総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
ま
た
は
都

城
家
畜
保
健
衛
生
所
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

問　

畜
産
課　

☎
23-

2
7
6
9　

　
　

都
城
家
畜
保
健
衛
生
所　

　
　

☎
62-

5
1
5
1

宮
崎
県
最
低
賃
金（
地
域
別
）

　

10
月
26
日
か
ら
宮
崎
県
最
低
賃
金
が

「
時
間
額
6
2
7
円
」に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
含
む
県
内
の
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
産
業
別
最
低
賃
金

は
年
内
の
発
効
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

☎
0
9
8
5-

38-

8
8
3
6

 11
月
 11
日
は｢

介
護
の
日｣

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る

介
護
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
介
護

従
事
者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
介

護
を
行
っ
て
い
る
家
族
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
で
の
支
え
合
い
や

交
流
を
促
す
た
め
、
今
年
か
ら
11
月
11

日
が
介
護
の
日
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

問　

介
護
保
険
課　

☎
23-

2
1
1
4

上
長
飯
エ
ン
ゼ
ル
児
童
館

乳
幼
児
ク
ラ
ブ

　

上
長
飯
エ
ン
ゼ
ル
児
童
館
乳
幼
児
ク

ラ
ブ
で
は
、
ミ
ニ
運
動
会
や
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
、
毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

※
参
加
自
由
。
参
加
費
無
料

●
日
時　

毎
月
第
3
水
曜
日

　
　
　
　

10
時
30
分
〜

問　

上
長
飯
エ
ン
ゼ
ル
児
童
館　

　
　

☎
26-

9
5
8
7（
10
時
〜
）
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こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー
に
注
意

　

今
年
9
月
、こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー

を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
た
幼
児
が
死
亡
す

る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
も
同
様
の
事
故
が
17
件
発
生

し
て
お
り
、
被
害
者
の
大
半
が
子
ど
も

や
高
齢
者
で
す
。
ミ
ニ
カ
ッ
プ
タ
イ
プ

な
ど
の
こ
ん
に
ゃ
く
入
り
ゼ
リ
ー
は
、

窒
息
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乳
幼
児
や
児
童
、
高
齢
者
の
人
は
食
べ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問　

内
閣
府
国
民
生
活
局　

　
　

☎
0
3-

3
5
8
1-

7
7
3
5

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　

プ
ラ
ン（
計
画
）
の
策
定
に
当
た
り
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

【
都
城
市
国
際
化
推
進
プ
ラ
ン（
案
）】

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
都
城
市
の
国
際
化

の
実
現
を
目
標
と
す
る
基
本
計
画
を
ま

と
め
た
も
の
で
す

【
都
城
市
男
女
共
同
参
画
計
画（
案
）】

　

こ
の
計
画
は
、
都
城
市
の
男
女
共
同

参
画
の
実
現
を
目
標
と
す
る
基
本
計
画

を
ま
と
め
た
も
の
で
す

●
公
表
の
場
所　

生
活
文
化
課
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
館
2
階
）、

各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

●
意
見
の
募
集
期
間

　

11
月
13
日
㈭
〜
12
月
12
日
㈮

●
意
見
の
提
出
方
法　

公
表
の
場
所
に

設
置
し
て
あ
る「
意
見
・
情
報
提
出
書
」

を
利
用
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●
提
出
方
法　

封
書
に「
都
城
市
国
際

化
推
進
プ
ラ
ン（
案
）」ま
た
は「
都
城
市

男
女
共
同
参
画
計
画（
案
）」
と
書
き
、

住
所
、氏
名
ま
た
は
団
体
名
を
明
記
し
、

生
活
文
化
課（
〒
885-

8
5
5
5
）
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。ま
た
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
支
所
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
提
出
で
き

ま
す
。（
住
所
、
氏
名
な
ど
の
記
載
が

な
い
意
見
に
は
、
市
の
考
え
方
を
公
表

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問　

生
活
文
化
課　

☎
23-

7
1
8
0

Fax 

23-

3
2
2
3　

Ｅ
メ
ー
ル　

intl@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
11/16
（日）

森山内科クリニック（内） 21-5000
河村医院（内・小） 39-5868
出水医院（内） 59-9424
吉松病院（外・整） 25-1500
姉川医院（皮・泌） 22-2205
武田産婦人科（産・婦） 22-0336
大王歯科医院 24-8827

11/23
（日）

宇宿医院（内・小・胃） 25-9031
鵜木内科医院（循・内） 26-0008
あきづき医院（内・心内） 36-0534
柳田病院（脳・外） 22-4682
いき形成外科ひふ科（形成・皮） 45-0020
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
広瀬歯科医院 25-6800

11/24
（月）

宮永病院（内・胃・外） 22-2015
沖水こどもクリニック（小） 27-5656
大橋クリニック（内・消・リハ） 37-0539
浜田医院（胃・外） 22-1151
庄内病院（外・内・整） 37-0522
永吉眼科（眼） 22-1530
ほりのうちデンタルクリニック 26-7222

11/30
（日）

坂元医院（内・胃） 22-0360
あきと内科胃腸科（内・胃） 46-5500
仮屋医院（内・小） 36-0521
たかお浜田（外・内） 22-8818
寺本整形（整） 22-1171
丸田病院（産・婦） 23-7060
わかば歯科医院 21-0582

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）
で確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局
11/16 ㈰ 上町おおた、ひむか調剤蔵原店、

薬研調剤
11/23 ㈰ さわやか、すずかけ、東町、トロン
11/24 ㈪ チューバ調剤、ふれあい庄内、

プリマリー、沖水
11/30 ㈰ かじや牟田町店、キャロット、エイト、

そうごう志和池店、そうごうたかお店

平
成
20 
年
分

年
末
調
整
等
説
明
会

　

12
月
は
給
与
な
ど
に
係
る
源
泉
所
得

税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

●
日
時
・
対
象（
郵
便
番
号
別
）

11
月
12
日
㈬

13
時
30
分
〜
15
時
885-

0
0
0
1
〜
0
0
2
9

の
法
人
・
個
人

11
月
13
日
㈭

10
時
〜
11
時
30
分
885-

0
0
3
0
〜
0
0
7
9

の
法
人
・
個
人

11
月
13
日
㈭

13
時
30
分
〜
15
時
885-

0
0
8
0
〜
1
3
1
2

の
法
人
・
個
人

11
月
14
日
㈮

10
時
〜
11
時
30
分
889-

1
8
0
1
〜
4
6
0
2

の
法
人
・
個
人

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
体
育
館　

問　

都
城
税
務
署　

☎
22-

4
3
8
3

県
民
手
帳

●
販
売
予
定　

11
月
上
旬
〜

●
価
格　

5
0
0
円（
税
込
み
）

●
サ
イ
ズ　

ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ

●
販
売
場
所　

情
報
政
策
課（
市
役
所

6
階
）、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
、
県
内
主
要
書
店

問　

情
報
政
策
課　

☎
23-

2
5
6
2

21 
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請（
追
加
受
付
）

●
日
程

21
年
１
月
13
日
㈫
〜
30
日
㈮

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
物

品
納
入
な
ど（
文
具
、
Ｏ
Ａ
機
器
、
衣
服
な

ど
）、役
務
な
ど（
清
掃
、警
備
、
ビ
ル
管
理
、

人
材
派
遣
、
ガ
ス
、
消
防
施
設
点
検
な
ど
）

21
年
２
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

建
設
工
事

●
そ
の
他　

申
請
要
領
、
様
式
な
ど
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

問　

契
約
管
財
課　

☎
23-

2
1
2
2



2008.11　28

「
今
月
の
お
す
す
め
の
本
」

●
問
い
合
わ
せ

　

図
書
館　

☎
22-

０
２
３
９

読
み
聞
か
せ
の
部
屋（
定
員
20
人
程
度
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

□家庭の不要本募集！
　家庭の不要本を無料で配布する
「図書ふれあい広場」を、来年1月
11日㈰に開催します。家庭に眠って
いる不要本を、ぜひ寄贈ください。

受付日時　開館日の火～土曜日
　　　　　9：30～17：00
受付場所　図書館2階事務室
ジャンル　小説、文芸書、絵本、児童
　　　　　書、コミック、実用書など

※記名、汚れ、落書きのあるもの、全
集物、百科事典、内容の古い実用
書などはお断りしています

本とお話の会
●日時　12月13日㈯  14：30～
　マッチ売りの少女（アンデルセン童話）
おはなしのへや“そらまめ”
●日時　11月27日㈭ 11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子
都城おかしむじ会“愉快な四人語り”
　4人の語り部による方言を使った昔
話語りです。対象は、児童から大人まで。
●日時　12月6日㈯  14：30～15：00
●演目　十二支のはじまり、貧乏神の
　　　　おきみやげ、ノッペラポン

モンゴル遊牧民の食卓に並
ぶ「白い食べ物」「赤い食べ
物」とは？　モンゴル料理の
レシピも載っています。

今年のノーベル物理学賞受
賞者が、一般向けに書いた素
粒子物理学の入門書です。あ
なたも挑戦してみませんか！

ノーベル賞が、ダイナマイト
の発明者であるノーベルの
遺言でつくられたことを知っ
ていますか？

11
16

12
15

日　

程

巡　

回　

場　

所

巡
回
時
間

11
／
18
㈫

12
／
9
㈫

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
30
分
〜
11
時
00
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

11
／
19
㈬

12
／
11
㈭

安
久
小
学
校

梅
北
小
学
校

今
町
小
学
校

13
時
10
分
〜
13
時
50
分

14
時
20
分
〜
15
時
15
分

15
時
30
分
〜
16
時
00
分

11
／
20
㈭

御
池
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
20
分

13
時
50
分
〜
14
時
20
分

14
時
40
分
〜
16
時
00
分

11
／
22
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

上
富
吉
地
区
体
育
館

市
営
一
万
城
北
団
地

11
時
20
分
〜
11
時
40
分

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

11
／
26
㈬

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

11
／
27
㈭

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

 

な
が
や
ま
志
比
田
店

谷
頭
児
童
館

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

15
時
20
分
〜
15
時
50
分

11
／
28
㈮

小
松
原
地
区
公
民
館

乙
房
小
学
校

市
営
都
北
団
地

10
時
40
分
〜
11
時
10
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

12
／
3
㈬

川
東
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

12
／
5
㈮

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

12
／
6
㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
五
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
〜
13
時
30
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休館日：11月17日、23日、24日、12月１日、4日、8日、15日 ／ 開館時間：9：30 ～18：50

「
世
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伝
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ー
ベ
ル

 

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
発
明
者
」

「
世
界
の
食
文
化
３ 

モ
ン
ゴ
ル
」

小長谷有紀（著）
農山漁村文化協会（出版）

「
ク
ォ
ー
ク  

第
２
版  

素
粒
子
物
理

 

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
き
た
か
」

南部陽一郎（著）
講談社（出版）

中川徹（監修）
比留間五月（シナリオ）
栗原清（漫画） 集英社（出版）



　
　

広報カレンダー
※[　　]内は場所、■問は問い合わせ先

Event
Calendar

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

わ
た
し
の
一
言
（
80
字
以
内
）

今
月
号
を
読
ん
で
の
感
想

       

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

国際交流員国際交流員
のひとりごとのひとりごと
国際交流員
のひとりごと

私の中国語講座
　6月にスタートした市民向けの中国語講座があっ
という間に終わりました。
　この 4カ月ぐらい中国語講座を通じて中国と中
国語に関心がある市民と触れ合うことができ、新し
い友達をつくれたのはとても楽しかったです。毎週
火曜日に生徒たちと一緒に中国語でしゃべった１
時間は私にとって一番楽しい時間でした。
　中国語を学習する時、生徒たちが一番難しいと
思ったのはやっぱり発音だそうです。中国語には4
種類の声調の「四声」があります。同じスペルで
あっても、4つの声調があるので、4つの発音にな
り、当然、4つの意味にもなります。だから、四声
が違うと通じないと言っても過言ではないです。生
徒たちから「先生、中国語は難しいですね」という
言葉はよく言われましたけれど、みんな怠けずに一
生懸命頑張りました。中国語がだんだん上達して
いく生徒たちを見て、私は非常に感心すると同時に
誇りに感じました。
　2回目の中国語講座が 11月4日から始まります。
今まで中国語を勉強したことのない皆さん、中国
語にチャレンジしませんか？

11月

2日㈰
 ～24日㈪

島津発祥まつり　［市内各所］
問島津発祥まつり実行委員会
　☎ 51-5501

16日㈰
10:00～

山之口麓文弥節人形浄瑠璃
青井岳特別公演　［青井岳会館］
問山之口教育課　☎ 57-3111

19日㈬
13:30～

交通安全市民大会　［交流プラザ］
問生活文化課　☎ 23-7183

29日㈯
18:00～

（点灯期間は
12月25日まで）

クリスマスイルミネーション点灯式
［交流プラザ］
問交流プラザ　☎ 26-7770

12月

6日㈯
10:00～

環境まつり ［リサイクルプラザさいせい館］
問環境政策課　☎ 23-2130

6日㈯
13:00～

人権啓発推進大会　［中央公民館］
問生涯学習課　☎ 23-9545

6日㈯
18:00～

2008クリスマスドライブインシアター
inかかし村 ［都城市山田第２運動公園］
問山田町商工会　☎ 64-2057

7日㈰
9:00～

生きがいふれあいフェスタ　
［山之口勤労福祉センター］
問山之口教育課　☎ 57-3111

11/16
～12/15

李 小姝（リ・ショウシュ）さん
（中国）　Vol.3
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⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）
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□
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①②③

　
　　 読者の

一言
□美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
休館日　11月17日・25日、12月1日～5日・8日・15日
・特別展「山内多門生誕130年展」（～11月30日）
　一般800円　高校・大学生600円　中学生以下無料
・収蔵作品展「新しい物語のはじまり」（12月6日～）
□都城歴史資料舘（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　11月17日・25日、12月1日・8日・15日
□人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
　　　　※定期公演は別料金
休館日　11月17日～19日・25日、12月１日・8日・15日
□山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　11月17日・25日、12月１日・8日・15日
□高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　11月25日・26日、12月1日・8日・15日
・企画展「高城と北郷家の時代」（11月15日～24日）
□旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　11月17日・25日、12月１日・8日・15日
・第3回商家寄席（11月21日）
□たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日9：30～17：00
※開館時間以外の入館はご連絡ください
入館料　中学生以上300円　小学生100円
・木星と金星の大接近を楽しむ会（11月28日～30日）
・天王星、海王星を楽しもう（金・土曜日）

※11月16日
　～12月15日の日程

・あっという間に秋ですね。朝夕の涼しさを感じる
と、海、プール、かき氷、夏祭り、どれも恋しく
思えてきます。食欲の秋に向けて、メタボに注意
しながらおいしいものチェック♡

 （山之口町　まりママさん）

・新学期が始まりました。中学3年生なので、最
後の体育祭・文化祭が成功したらいいなと思い
ます。頑張るぞ！ （下長飯町　Ｆさん）

・約20年前に市の子宮がん検診で、乳がんを指
で探す模型を触りました。その後、自分の乳房
に模型と同じしこりを発見。早期発見で手術後
10年が経ち、感謝の気持ちで日々を送っていま
す。 （太郎坊町　おかめさん）

・60歳を過ぎて常に考えるのは健康のこと。「みや
このじょう健康づくり計画21」の7つの目標を実
行し、自分の体は自分で守っていきたいです。
 （高崎町　ハムちゃん）

・最近、自転車に乗るようにしています。原油高騰
のためと運動も兼ねていますが、車では見ること
のできない野花があり、楽しみです。
 （立野町　はるはるさん）

都
城
市
役
所
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書
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2008
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11
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号
）Vol.35

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の
中から一部を紹介します。また、皆さんから寄せら
れたご意見は、今後の広報紙作成に生かしていき
ます
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編 集 後 記
　朝晩は涼しさを通り越して肌寒さを感じるようになり、
すっかり秋も深まってきましたね。広報担当になってから
市内各地に取材に出掛けていますが、今まで行ったこと
のない場所やイベントを取材するたびに、驚きと感動の
連続です。11月も「島津発祥まつり」をはじめとして、各
種イベントが盛りだくさんです。これから季節は冬に向か
いますが、取材先で広報担当を見掛かけたら、寒さを吹
き飛ばすような温かい言葉をお願いします。（憲）

●市の提供番組案内

　　テレビ  Television

•BTVケーブルテレビ（5ch）　※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
①7：30～　②12：30～　③18：30～
④21：45～（月～金曜日）21：30～（土・日曜日）
⑤23：30～（月～金曜日） 24：30～（土・日曜日）
※放送時間が変わりました

＜今後の放送予定＞
11 月21日～ 30日
　「自治公民館活動の紹介①」
12 月１日～ 10日
　「自治公民館活動の紹介②」
12 月11日～ 20日
　「わけもんの力 ～成人式編～」

　　ラジオ  Rad i o

•MRTラジオ（AM放送 936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています。
出演については、秘書広報課（☎ 23-3174）

•シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49 ～ 9：54、16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
　（12：00～13：00）でも、市政情報や市民活動
　の紹介などを放送しています
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岸
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だ
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中
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暑
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熱
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③
夏

●都城市現住人口

平成20年10月1日現在　（前 月 比）
世 帯 数　 70,070世帯（　　 142）
人口総数　168,673人 　（　　 127）
　　　男　 78,967人 　（　　　45）
　　　女　 89,706人 　（　　　82）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

●今月の表紙

山之口弥五郎どん祭り（写真は昨年の様子）
　身の丈4㍍の弥五郎どん人形を先頭に、みこしなどの
御
ごしんこう

神幸行列が参道を練り歩く「浜
は ま

殿下り」で有名な「弥五郎
どん祭り」。昨年行われた祭りには東国原知事も参加。古
式ゆかしい歴史絵巻を思わせ
る行列を一目見ようと、毎年11
月3日には市内外から多くの見
物客が訪れ、触わると無病息
災で暮らせると言い伝えのある
弥五郎どんの体や着物に触れ、
1年の健康を祈願しています。
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交プラ

●日時：11月26日㈬ 18：00開場 18：30開演
●会場：都城市総合文化ホール　大ホール
●料金：【全席指定】 S席6,000円　A席5,000円
　　　　Ｂ席4,000円　車いす席5,000円
※チケット発売中。MJ友の会会員500円割引。
　未就学児童入場不可
●問い合わせ：都城市総合文化ホール　
　TEL23-7140（チケット専用電話 TEL23-7190）

INFORMATION

都城

鯨鰭南蛮胴具足鯨鰭南蛮胴具足
［くじらひれなんばんどうぐそくくじらひれなんばんどうぐそく］
紺糸威鳩胸胴具足
こんいとおどしはとむねどうぐそく

島津家の名宝

Miyakonojo Shimazu

  平成16年に都城島津家から都城市が寄贈を受
けた「都城島津家史料」約１万点を有効活用
するため、市では平成21年まで詳細な調査を
行い、目録を作成します

名宝
その6

点灯式＆ラウンジコンサート
●日時：11月29日㈯ 18：00～
●会場：ウエルネス交流プラザ
●出演：宮崎ゴスペルクワイアほか
　　　　※入場無料
●問い合わせ：ウエルネス交流プラザ
　　　　　　　TEL26-7770

クリスマスイルミネーションクリスマスイルミネーション
ウエルネス交流プラザウエルネス交流プラザ

～Precious time with the one you love～～Precious time with the one you love～
点灯期間：11月29日点灯期間：11月29日㈯～12月25日～12月25日㈭

クリスマスイルミネーション
ウエルネス交流プラザ

～Precious time with the one you love～
点灯期間：11月29日㈯～12月25日㈭

　近世都城の百科全書といわれる「庄内地理
志」を完成させた都城島津家第23代久統所用の
鎧。江戸時代後期の作品で、ハトの胸のように膨ら
んだ一枚鉄の重厚なつくりの胴部は、鉄砲の発達
にも対応する、西欧甲冑の形式を踏襲しています。

ひさのり

よろい

かっちゅう


